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【ＣＤＭ工法特許】

　　①　登録番号　特許第２８０８３６７号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御

方法及び自動注入制御装置」

　　②　登録番号　特許第３１５６０５０号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

　　③　登録番号　特許第３０７２４０２号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

　　④　登録番号　特許第４４０５９９６号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

　　⑤　登録番号　特許第３３４５２５８号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

　　⑥　登録番号　特許第３２２５３９７号「地盤改良工法による自立山留め壁」

　　⑦　登録番号　特許第２７９１６３８号「地盤改良用の多軸混合処理機」

【ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法特許】

　　⑧　登録番号　特許第３０９４２６６号「軟弱地盤改良工法」

　　⑨　登録番号　特許第３５０５２７９号「地盤改良工法および地盤改良装置」

　　⑩　登録番号　特許第３５２７５７４号「地盤改良工法および地盤改良装置」

　　⑪　登録番号　特許第３５８３３０７号「地盤改良工法における施工管理システム」

　　⑫　登録番号　特許第３６０２７３５号「地盤改良工法」

【ＣＤＭ－コラム工法特許】

　　⑬　登録番号　特許第２６８７０８６号「掘削機および掘削軸」

　　⑭　登録番号　特許第３７５７３８０号「継手と掘削作業軸との自動連結装置」

　　⑮　登録番号　特許第３７２０９２０号「地盤改良装置」

　　⑯　登録番号　特許第３７０７１４６号「地盤改良装置の攪拌ヘッド」

　　⑰　登録番号　特許第４０７０７３３号「機械攪拌式地盤改良装置」

【ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工法特許】

　　⑱　登録番号　特許第３４５８９５２号「多連式地盤改良装置」

　　⑲　登録番号　特許第３９９６９２５号「地盤改良装置の伸縮式掘削ロッド」　

【ＣＤＭ－レムニ２／３工法特許】

　　⑳　登録番号　特許第３６６５００１号「地盤改良方法及び地盤改良用掘削装置」

　　　　登録番号　特許第３６９１０４５号「３軸深層混合処理工法および３軸深層混合処理装置」

　　　　登録番号　特許第３６９１０４６号「３軸深層混合処理工法および３軸深層混合処理装置」

　　　　登録番号　特許第４３７０２０４号「３軸深層混合処理工法」

　　　　登録番号　特許第４４１８３０５号「３軸深層混合処理工法」

ＣＤＭ工法に関する特許

30円/m3

30円/m3 

＋100円/m3

30円/m3 

＋40円/m3

30円/m3 

＋40円/m3

30円/m3 

＋40円/m3

特許登録番号 特許使用料特　許　名　称

ツースリー
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２－３－７　労働時間および運転時間

作業員の１日当りの労働時間は通常８時間を標準とする。

深層混合処理機継足式及び付属機械の運転時間を表－２．６と示す。

 機　　種 深層混合処理機継足式 発動発電機 　 発動発電機 バックホウ 
   

 １日当り運転 5.6 5.6 5.6 
 時間（h/日） 

（注）1．深層混合処理機継足式の運転時間は、“建設機械損料算定表”（H.22年）掲載の深層混合処理機（スラリー式）
の年間標準運転時間及び年間標準運転日数より算出する。 

　　　2．処理機用発動発電機の運転時間は深層混合処理機継足式の運転時間と同等とする。 
　　　3．プラント用発電機の運転時間は、プラントの運転時間と同等とする。 

スラリー 
プラント 

表－２．６　深層混合処理機継足式及び付属機械の運転時間

表－２．５　編成人員の主な作業内容

 職　　種 

世　話　役 
・各機器の稼動にかかわる各作業員間の連携作業を指揮する 

・施工状況を把握し、円滑な施工及び工事の進捗を図る 

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜を確認する 

・施工機械の軸の継足し及び取りはずしをする 

・施工機械の位置決め誘導と敷鉄板の移動を行う 

・施工機付属の立上がりホース及びCTケーブルを監視し、巻き込みを防止する 

・発動発電機等の運転及び保守点検を行う 

・スラリープラント運転及び保守点検を行う 

・深層混合処理機継足式移動時のホース、CTケーブル等を保守する 

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜等を監視する 

・施工機械周辺の足場を整地する 

主な作業内容 

特殊作業員 

普通作業員 
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３）杭施工本数

１日当たり杭施工本数は、表－２．７とする。

但し、能力係数はE1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00とする。

表－２．７　１日当り杭施工本数（N）（本／日）

打設長（Ｌ）
（m）

10mを超え　　11m未満
11m以上　　　12m未満
12m〃　　　　13m〃
13m〃　　　　14m〃
14m〃　　　　15m〃
15m〃　　　　16m〃
16m〃　　　　17m〃
17m〃　　　　18m〃
18m〃　　　　19m〃
19m〃　　　　20m〃
20m〃　　　　21m〃
21m〃　　　　22m〃
22m〃　　　　23m〃
23m〃　　　　24m〃
24m〃　　　　25m〃
25m〃　　　　26m〃
26m〃　　　　27m〃
27m〃　　　　28m〃
28m〃　　　　29m〃
29m〃　　　　30m〃
30m〃　　　　31m〃
31m〃　　　　32m〃
32m〃　　　　33m〃
33m〃　　　　34m〃
34m〃　　　　35m〃
35m〃　　　　36m〃
36m〃　　　　37m〃
37m〃　　　　38m〃
38m〃　　　　39m〃
39m〃　　　　40m〃
40m〃　　　　41m〃
41m〃　　　　42m〃
42m〃　　　　43m〃
43m〃　　　　44m〃
44m〃　　　　45m以下

施工本数（本／日）
φ1,000mm

3.73
3.65 
3.54 
3.46 
3.39 
3.33 
3.26 
3.17 
3.11 
3.05 
3.00 
2.95 
2.87 
2.82 
2.78 
2.73 
2.69 
2.63 
2.58 
2.55 
2.51 
2.47 
2.42 
2.38 
2.35 
2.32 
2.29 
2.24 
2.21 
2.18 
2.15 
2.13 
2.09 
2.06 
2.04

2.40 
2.37 
2.32 
2.29 
2.26 
2.23 
2.20 
2.15 
2.13 
2.10 
2.07 
2.05 
2.01 
1.99 
1.96 
1.94 
1.92 
1.89 
1.87 
1.85 
1.83 
1.81 
1.78 
1.76 
1.74 
1.72 
1.71 
1.68 
1.66 
1.65 
1.63 
1.62 
1.59 
1.58 
1.56

1.77 
1.75 
1.72 
1.71 
1.69 
1.67 
1.66 
1.63 
1.62 
1.60 
1.58 
1.57 
1.55 
1.53 
1.52 
1.51 
1.49 
1.47 
1.46 
1.45 
1.44 
1.42 
1.41 
1.39 
1.38 
1.37 
1.36 
1.34 
1.33 
1.32 
1.31 
1.30 
1.29 
1.28 
1.27

1.40 
1.39 
1.37 
1.36 
1.35 
1.34 
1.33 
1.31 
1.30 
1.29 
1.28 
1.27 
1.26 
1.25 
1.24 
1.23 
1.22 
1.21 
1.20 
1.19 
1.18 
1.17 
1.16 
1.15 
1.15 
1.14 
1.13 
1.12 
1.11 
1.11 
1.10 
1.09 
1.08 
1.07 
1.07

継足回数１回 継足回数２回 継足回数３回 継足回数４回
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２－３－９　改良材使用量

改良材はセメント系を標準とし、現場条件により決定する。なお、使用量は式（２．１）による。

V=L1×q×　　　　×（１＋K）（小数２位四捨五入） ……………………………………式（２．１）

V：１本当り改良材使用量（ t ／本）

L1：杭長（m）

q：杭長１m当り改良土量（1.5m3／m）

w：改良土量１m3当り改良材添加量（kg／m3）

K：ロス率（＋0.15）

２－３－１０　調査試験費

深層混合処理工継足式の技術管理に係る事前調査、室内試験（室内配合試験含）及び事後調査（チェ

ックボーリング）を調査試験費として計上する。

２－３－１１　特許使用料

特許使用料は、改良土量1m3当り30円であり、これを計上する（改良土量は杭長に対応した実改良土量

である）。

①登録番号　特許第2808367号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御方法及び自動

注入制御装置」

②登録番号　特許第3156050号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

③登録番号　特許第3072402号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④登録番号　特許第4405996号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤登録番号　特許第3345258号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥登録番号　特許第3225397号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦登録番号　特許第2791638号「地盤改良用の多軸混合処理機」

２－３－１２　諸雑費

諸雑費は、足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設、改良後の整地に要する費用、電力に関する

経費等であり労務費、機械の運転経費の合計額に表－２．９の率を乗じた金額を上限として計上する。

表－２．８　ロス率（K）

w
1,000

 ロス率 +0.15
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含
む
〕
）
 

　
　
［
二
軸
式
］
 

    ス
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
ト
［
ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
ン
ベ
ヤ
、
セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ
、
水
槽
、
ポ
ン
プ
、
ア
ジ
テ
ー
タ
、
グ
ラ
ウ
ト
ポ
ン
プ
、
制
御
装
置
含
む
］
 

       

 

55
～
60
kW
×
2,
 L
≦
20
m
 

75
～
90
kW
×
2,
 L
≦
30
m
 

75
～
90
kW
×
2,
 L
≦
40
m
 

90
kW
×
2,
 L
≦
45
m
 

  

20
m
3 /
h 

       

機
　
械
　
名
　
称
 

規
　
　
　
　
　
　
格
 

 

60
.2
 

99
.0
 

10
0.
0 

10
2.
5   

17
        

 

67
0 

67
0 

67
0 

67
0   

68
0

 

18
0 

18
0 

18
0 

18
0   

18
0        

 

12
0 

12
0 

12
0 

12
0   

12
0        

重
　
量
 

（
to
n）
 

機
関
 

出
力
 

kw
（
ps
） 

①
　
　
　
 

基
礎
価
格
 

（
千
円
）
 

③
　
　
 

運
転
 

時
間
 

（
時
間
）
 ④
　
　
 

運
転
 

日
数
 

（
日
）
 ⑤
　
　
 

供
用
 

日
数
 

（
日
）
 

⑧
 

損
料
率
 

（
×
10
－
6 ）
 

⑨
 

損
料
額
 

（
円
）
 

⑩
 

損
料
率
 

（
×
10
－
6 ）
 

⑪
 

損
料
額
 

（
円
）
 

⑫
 

損
料
率
 

（
×
10
－
6 ）
 

⑬
 

損
料
額
 

（
円
）
 

⑭
 

損
料
率
 

（
×
10
－
6 ）
 

⑮
 

損
料
額
 

（
円
）
 

 

45
 

45
 

45
 

45
   

55
        

⑥
　
　
 

維
持
 

修
理
 

費
率
 

（
％
）
 ⑦
　
　
 

年
間
 

機
械
 

管
理
 

費
率
 

（
％
）
 

 

12
3 

12
3 

12
3 

12
3   

13
4      

 

73
0 

73
0 

73
0 

73
0   

73
0        

 

31
9 

31
9 

31
9 

31
9   

32
8        

 

1,
18
7 

1,
18
7 

1,
18
7 

1,
18
7   

1,
23
7        

年
　
間
　
標
　
準
 

運
転
時
間
（
又
は
 

　
　
　
運
転
日
）
当
り
 
供
用
日
当
り
 

運
転
1時
間
当
り
 

　
　
　
　
　
　
換
算
値
 
供
用
1日
当
り
換
算
値
 

② 標 準 使 用 年 数  

（
年
） 

（
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
化
協
会
　
平
成
22
年
度
版
建
設
機
械
等
損
料
表
　
に
準
拠
）
 

 

11
.0
 

11
.0
 

11
.0
 

11
.0
 

  

11
.0
 

    

 

77（
10
5）
 

11
2（
15
2）
 

11
2（
15
2）
 

11
2（
15
2）
   

10
2k
W
        

 

9.
0 

9.
0 

9.
0 

9.
0   

9.
0        

表
－
２
．１
３
　
継
足
式
陸
上
深
層
混
合
処
理
工
建
設
機
械
機
械
損
料
算
定
表
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撹拌工仕様：右図に示す

平　  面　  形　  状：普　通

施　  工　  規　  模：５００m2以上

Ｎ　　　　　　　値：粘性土、Ｎ≒４

２－５　施工歩掛事例

２－５－１　施工条件

ｔ   ＝２.２×L＋１７.０＋ｔｗ×n

ｎ   ：継足回数 （１回）

E1：平面形状区分能力係数（普　通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数（粘性土、N≒4、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数（500m2以上、E3＝1.00）

杭施工本数は次式により算定するものとする。

杭施工本数

5.6

5.6

1.00

3.05

表－２.７より3.05本／日とする

89.2

撹拌

撹拌

２－５－２　杭施工本数の算定
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（２）　打設長；29.5m

ｔ   ＝２.２×L＋１７.０＋ｔｗ×n

L　：現地盤から撹拌杭下端までの打設長 （29.5m）

tw  ：継足施工による撹拌軸継替時間 （50分）

ｎ   ：継足回数 （１回）

E1：平面形状区分能力係数（普　通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数（粘性土、N≒4、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数（500m2以上、E3＝1.00）

Ｎ　：１日当り杭施工本数 （本／日）

Ｔ　：深層混合処理機の標準運転時間 （5.6h／日）

ｔ　：改良杭１本当り施工時間 （分／本）

１日当りの杭施工本数は次式により算定するものとする。

Ｎ＝　　　  ×E1×E2×E3
60×Ｔ
ｔ

　＝　　　　　 　　　  ×1.00×1.00

　　×1.00

　＝2.55本／日（112.8m3／日）

60×5.6
2.2×29.5＋17＋50

表－２.７より2.18本／日とする。

表－２.７より2.55本／日とする。

表－２.７より2.04本／日とする。

（3）　打設長；39.5m

ｔ   ＝２.２×L＋１７.０＋ｔｗ×n

L　：現地盤から撹拌杭下端までの打設長 （39.5m）

tw  ：継足施工による撹拌軸継替時間 （50分）

ｎ   ：継足回数 （１回）

E1：平面形状区分能力係数（普　通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数（粘性土、N≒4、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数（500m2以上、E3＝1.00）

Ｎ　：１日当り杭施工本数 （本／日）

Ｔ　：深層混合処理機の標準運転時間 （5.6h／日）

ｔ　：改良杭１本当り施工時間 （分／本）

１日当りの杭施工本数は次式により算定するものとする。

Ｎ＝　　　  ×E1×E2×E3
60×Ｔ
ｔ

　＝　　　　　 　　　  ×1.00×1.00

　　×1.00

　＝2.18本／日（129.2m3／日）

60×5.6
2.2×39.5＋17＋50

（4）　打設長；44.5m

ｔ   ＝２.２×L＋１７.０＋ｔｗ×n

L　：現地盤から撹拌杭下端までの打設長 （44.5m）

tw  ：継足施工による撹拌軸継替時間 （50分）

ｎ   ：継足回数 （１回）

E1：平面形状区分能力係数（普　通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数（粘性土、N≒4、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数（500m2以上、E3＝1.00）

Ｎ　：１日当り杭施工本数 （本／日）

Ｔ　：深層混合処理機の標準運転時間 （5.6h／日）

ｔ　：改良杭１本当り施工時間 （分／本）

１日当りの杭施工本数は次式により算定するものとする。

Ｎ＝　　　  ×E1×E2×E3
60×Ｔ
ｔ

　＝　　　　　 　　　  ×1.00×1.00

　　×1.00

　＝2.04本／日（136.2m3／日）

60×5.6
2.2×44.5＋17＋50
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ＣＤＭ－Ｍｅｇａ工法
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職　　　種 主な作業内容

世話役

特殊作業員

普通作業員

・各機器の稼働にかかわる各作業員間の連携作業を指揮する

・施工状況を把握し、円滑な施工及び工事の進捗を図る

・施工機のリーダ、ロッドの傾斜を確認する

・施工機械の位置決め誘導と敷鉄板の移動を行う

・施工機付属の立上がりホース及びCTケーブルを監視し、巻き込みを防止する

・ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機移動時のホース、CTケーブル等を保守しする

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜等を監視します。施工機械周辺の足場を整地する

─44─

３－３－６　編成人員

編成人員は表－３．４を標準とする。

本工法の主な作業内容を表－３．５とする。

１ １２

工　　法

ＣＤＭ－Ｍｅｇａ

世　話　役 特殊作業員特殊作業員

（注）１．編成人員には、スラリープラントの管理運転労務を含む。

　　　２．深層混合処理の運転労務歩掛は「第１章①建設機械運転労務」による。

5.6 5.6

機　　　種

１日当り運転時間

（h/日）

ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機 スラリープラント

（注）１．ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機の運転時間は、“建設機械等損料算定表”（平成22年度）

　　　　　掲載の深層混合処理機（スラリー式）の年間標準運転時間及び年間標準運転

　　　　　日数より算出する

　　　２．スラリープラントの運転時間は、ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機の運転時間と同等

３－３－７　労働時間及び運転時間

本工法の作業員１日当りの労働時間は、通常８時間を標準とする。

ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機及び付属機械の運転時間は表－３．６とする。

表－３．４　編成の構成人員

表－３．５　構成人員の主な作業内容

表－３．６　ＣＤＭ－Ｍｅｇａ機及び付属機械の運転時間
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（ｃ）杭施工本数

１日当りの杭施工本数は、能力係数E1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00とすると表－３．７になる。

表－３．７　１日当り杭施工本数（N）（本／日）

12.92
11.59
10.50
9.60
9.08
8.40
7.81
7.47
7.00
6.59
6.34
6.00
5.69
5.42
5.25
5.01
4.80
4.67
4.48
4.31
4.20
4.05
3.91
3.78
3.69
3.57
3.46
3.39
3.29
3.20
3.14
3.05
2.97
2.90
2.85
2.78
2.71

12.00
10.84
9.88
9.08
8.40
7.81
7.30
6.86
6.46
6.11
5.79
5.51
5.25
5.01
4.80
4.60
4.42
4.25 
4.10 
3.95 
3.82 
3.69 
3.57 
3.46 
3.36 
3.26 
3.17

打設長（Ｌ）
（m）

３mを超え４m未満
４m以上　５m〃　
５m〃　　６m〃　
６m〃　　７m〃　
７m〃　　８m〃　
８m〃　　９m〃　
９m〃　　10m〃　
10m〃　　11m〃　
11m〃　　12m〃　
12m〃　　13m〃　
13m〃　　14m〃　
14m〃　　15m〃　
15m〃　　16m〃　
16m〃　　17m〃　
17m〃　　18m〃　
18m〃　　19m〃　
19m〃　　20m〃　
20m〃　　21m〃　
21m〃　　22m〃　
22m〃　　23m〃　
23m〃　　24m〃　
24m〃　　25m〃　
25m〃　　26m〃　
26m〃　　27m〃　
27m〃　　28m〃　
28m〃　　29m〃　
29m〃　　30m〃　
30m〃　　31m〃　
31m〃　　32m〃　
32m〃　　33m〃　
33m〃　　34m〃　
34m〃　　35m〃　
35m〃　　36m〃　
36m〃　　37m〃　
37m〃　　38m〃　
38m〃　　39m〃　
39m〃　　40m以下

φ1,200mm

施工本数（本／日）

φ1,300mm
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３－３－１１　スラリープラント現場内移設歩掛

スラリープラントを中心に半径約100mを超える場合、または同一現場内に施工箇所が２箇所以上あり、

スラリープラントを移設しなければならない場合は、表－３．１１によるものとする。

（１回当り）

単位

人
〃
〃

日
排出ガス対策型
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

φ1,200mm×２軸
φ1,300mm×２軸
φ1,600mm×１軸

1.0
2.9
1,4

1,4

規　格名　称

世　話　役
特殊作業員
普通作業員
ラフテレーン
クレーン運転

３－３－１２　その他

（１）次の条件等により撹拌翼が貫入できない場合は、バックホウによる先行掘りを行うものとし、積算

は「国土交通省土木工事積算基準；第２章土工②機械土工」による。

１）表層安定処理等を行った地盤

２）表層に転石等多い地盤

３）表層に障害物等のある地盤

（２）汚泥土の処理が必要な場合は別途計上する。

３－３－１３　特許使用料

特許使用料は、改良土量1m3当り30円であり、これを計上する（改良土量は杭長に対応した実改良土

量である）。

①登録番号　特許第2808367号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御方法及び自動

注入制御装置」

②登録番号　特許第3156050号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

③登録番号　特許第3072402号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④登録番号　特許第4405996号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤登録番号　特許第3345258号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥登録番号　特許第3225397号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦登録番号　特許第2791638号「地盤改良用の多軸混合処理機」

表－３．１１　スラリープラント現場内移設歩掛 （１回当り）
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３－５　ＣＤＭ－Ｍｅｇａ建設機械等損料算定表

機
械
名
称

（
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
化
協
会
　
平
成
22
年
度
版
建
設
機
械
等
損
料
表
　
に
準
拠
）

φ
1,
20
0m
m

×
二
軸

φ
1,
30
0m
m

×
二
軸

φ
1,
60
0m
m

×
単
軸

ス
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
ト

年
間
標
準

運
転
１
時
間
当
り

運
転
１
時
間
当
り

換
算
値

供
用
１
日
当
り

供
用
１
日
当
り

換
算
値

規
格

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

L
≦
40
m
機

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

  
20
m
3 /
h

  
40
m
3 /
h

90
.3

12
2.
9

14
1.
1

18
3.
0

12
0.
4 

14
5.
2 

15
0.
6 38
 

90
 

10
6

17
.0

23
.4

11
4 

13
6 

14
7 

14
7 

11
4 

13
6 

14
7 86
 

11
4 

13
2

10
2

17
3

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

11
.0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

67
0

68
0

68
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

12
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

18
0

45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 55 55

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

9.
0

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

12
3

13
4

13
4

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

73
0

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

31
9

32
8

32
8

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
18
7

1,
23
7

1,
23
7

機
械

質
量

（
to
n）

機
関

出
力

（
kW
）

① 基
礎

価
格

（
千
円
）

⑧
損
料
率

（
×
10
－
6 ）

⑨ 損
料

（
円
）

⑩
損
料
率

（
×
10
－
6 ）

⑪ 損
料

（
円
）

⑫
損
料
率

（
×
10
－
6 ）

⑬ 損
料

（
円
）

⑭
損
料
率

（
×
10
－
6 ）

⑮ 損
料

（
円
）

③ 運
転

時
間

（
時
間
）

④ 運
転

日
数

（
日
）

⑤ 供
用

日
数

（
日
）

② 標
準

使
用

年
数

（
年
）

⑥ 維
持

修
理

費
率

（
％
）

⑦ 年
間

管
理

費
率

（
％
）

表
－
３
．１
５
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
建
設
機
械
等
損
料
算
定
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４．ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法

４－１　積算価格の構成

本資料は、ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法（変位低減型深層混合処理工法）における直接工事費、分解組立

費、運搬費、特許使用料を示したものであり、その他の共通仮設費、現場管理費、一般管理費は除外し

ている（図－４．１参照）。

なお、ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法（変位低減型深層混合処理工法）の技術管理に係る、事前調査、室内

試験（室内配合試験を含む）、事後報告及び動態観測工等の費用は、調査試験費として直接工事費におい

て積み上げ計上するものとする。また、施工に伴う排出土の撤去については、排出土処理費として直接

工事費において積み上げ計上するものとする。

４－２　適用範囲

本資料は、軟弱地盤改良工事の内、周辺地盤や近接構造物に影響を与えることなく施工することを可

能にした、ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法（変位低減型深層混合処理工法）に適用するものとし、杭径φ

1,000mm、φ1,200mm、φ1,300mmの２軸同時施工を対象としている。単軸施工については別途考慮する。

対象となる地盤は、粘性土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤である。

運搬費、組立・解体費を計上する（指定歩掛り又は積上げによる）。 

請負工事費 

工事価格 

消費税等相当額 

工事原価 

一般管理費等 

材料費（＊1） 

直接経費 

直接工事費 

間接工事費 

労務費（＊2） 
特許使用料 

機械経費 
機械損料（＊3） 

運転経費（＊4） 

共通仮設費（＊5） 

現場管理費 

水道光熱電力料 

＊１　セメント、セメント系固化材（材料はバラ使用を基準とする）等の改良材料費を指す。運転経費に含む材料費 

　　　（主燃料、雑油脂または雑品等）を除く。 

＊２　運転経費に含む労務費（特殊運転手等）は除く。 

＊３　“建設機械等損料算定表”に掲載されている機械損料を指す。 

 

 

 

 

＊４　運転経費は、機械を運転するために必要な主燃料（軽油）、雑油脂または雑品及び機械を運転するために必要な労 

　　　務費（特殊運転手、補助労務である世話役、助手）を指す。 

＊５　共通仮設費の構成は次のとおりとする。 

共通仮設費 

運搬費 

事前、事後ボーリング及び室内配合試験等は 

積み上げ計上する。 

準備費 

事業損失防止施設費 

安全費 

役務費 

技術管理費 

営繕費 

償却費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

維持管理費（現場修理費、定期整備費）　　　　　　　　　　 を含む 

機械管理費 

図－４．１　積算構成
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表－４．２　機種の選定（杭径φ1,200mm）

機　種 規　格 

発動発電機 

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機 

バックホウ（クレーン機能付） 

スラリープラント 

二軸施工75～90kW×２ 
二軸施工90kW×２ 
二軸施工90～110kW×２ 

40m3/h
20m3/h

山積0.8m3（平積0.6m3） 

数　　　　　量 
単
　
位 

打設長（L） 
3mを超え 
10m以下 

打設長（L） 
10mを超え 
20m以下 

打設長（L） 
20mを超え 
30m以下 

台 
台 
台 
基 
基 
台 
台 
台 
台 
台 

１ 
－ 
－ 
1 
－ 
１ 
1 
－ 
１ 
－ 

－ 
１ 
－ 
－ 
１ 
１ 
－ 
１ 
－ 
１ 

－ 
－ 
1 
－ 
1 
１ 
－ 
１ 
－ 
１ 

打設長（L） 
30mを超え 
40m以下 
－ 
－ 
1 
－ 
1 
１ 
－ 
１ 
－ 
１ 

通常施工 

スラリープラント用 

処理機用 

150KVA（20m3） 
300KVA（40m3） 
450KVA 
600KVA

表－４．３　機種の選定（杭径φ1,300mm）

図－４．４　施工図

（注）１．深層混合処理機には、施工管理計、システム管理計を含む。

２．スラリープラントには、スクリューコンベア、セメントサイロ、水槽、ポンプ、アジテータ、 

　　グラウトポンプ及びスラリープラント制御盤を含む。

機　種 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機

バックホウ（クレーン機能付）

スラリープラント

二軸施工90kW×２
二軸施工90～110kW×２

40m3/h

山積0.8m3（平積0.6m3）

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

台
台
基
台
台
台

１
－
１
１
１
１

－
１
１
１
１
１

－
1
1
１
１
１

通常施工

スラリープラント用
処理機用

300KVA
600KVA

杭
長
（
　
）
L1

空打部長さ
（L2）

基盤面

L

打
設
長
（
　
）
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４－３－５　燃料消費量

燃料消費量の算定は、「国土交通省土木工事積算基準」による「建設機械等損料算定表」の機種、規格

の機関出力と次に示す時間当り燃料消費率を乗じて求める。

「時間当り燃料消費量＝機関出力×時間当り燃料消費率」

時間当り燃料消費率は、表－４．４を標準とする。

４－３－６　編成人員

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機及び付属機械の１編成に必要な人員は表－４．６を標準とする。

 機　械　名 規　　格 時間当り燃料消費率（  /kW-h） 摘　　要

 ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機  0.085 

 発　動　発　電　機  0.170 

 バ　ッ　ク　ホ　ウ 排出ガス対策型 0.175  0.8  （平積0.6　） （クレーン機能付） ・クローラ型  

（注）時間当りの燃料消費の数値は、有効数字の第3位を四捨五入し、有効数字2桁とする。

（計算例）発動発電機300kVA（248kW）を1日運転した場合

　　　　　248kW×0.17  /kW-h=42.2  /h→42  /h

　　　　　42  /h×5.6h/日=235.2  /日≒235  /日（小数点第１位四捨五入）

 

表－４．４　運転１日当り燃料消費率

バックホウ

機　械　名　称 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機

45kW×２
55～60kW×２
75～90kW×２
90～110kW×２

１日当り燃料消費量（　）

125KVA
150KVA
300KVA
450KVA
600KVA
山積0.8m3

35
38
56
56
112
129
235
364
487
101

（注）ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機の１日当り燃料消費量は、国土交通省土木工事積算基準

　　　「第３章３－６（３）機械運転単価表」による

表－４．５　運転１日当り燃料消費量

表－４．６　編成人員

（注）1．編成人員には、スラリープラントの管理運転労務を含む。

　　　2．ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機の編成人員は、排土処理を考慮し、上表の構成とする。

 規　　格 世　話　役 特殊作業員 普通作業員

 二軸施工 1 3 1

P059-075：4-CDM-LODIC  2010.10.18  10:42  ページ63



─64─

４－３－７　労働時間及び運転時間

作業員の１日当りの労働時間は通常８時間を標準とする。

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機及び付属機械の運転時間を表－４．８に示す。

 機　　種 ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機 発動発電機 　 発動発電機 バックホウ
  

 １日当り運転 5.6 5.6 5.6
 時間（h/日）

（注）1．ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機の運転時間は、“建設機械損料算定表”（平成22年度）掲載の深層混合処理機（ス

ラリー式）の年間標準運転時間及び年間標準運転日数より算出する。

　　　2．処理機用発動発電機の運転時間はＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機の運転時間と同等とする。

スラリー
プラント

表－４．８　ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機及び付属機械の運転時間

表－４．７　編成人員の主な作業内容

 職　　種

世　話　役

・各機器の稼動にかかわる各作業員間の連携作業を指揮する

・施工状況を把握し、円滑な施工及び工事の進捗を図る

・排土量の計測・管理

・地表変位量の計測・管理

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜を確認する

・施工機械の位置決め誘導と敷鉄板の移動を行う

・施工機付属の立上がりホース及びCTケーブルを監視し、巻き込みを防止する

・発動発電機等の運転及び保守点検を行う

・サイロ、プラント本体、制御装置、グラウトポンプ、アジテーター、

　水中ポンプ等の運転及び監視

・スラリープラントの安全点検及びセメントの計量、ミキシング状態の監視

・システム管理装置の運転制御

　（スラリー注入量のコントロール及び深度、回転数、電流のモニタリング等）

・杭打設開始及び杭打設完了の連絡

・排土量の計測・管理の補助

・地表変位量の計測・管理の補助

・ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機移動時のホース、CTケーブル等を保守する

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜等を監視する

・施工機械周辺の足場を整地する

主な作業内容

特殊作業員

普通作業員
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（３）杭施工本数

１日当りの杭施工本数は、能力係数E1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00とすると表－４．９になる。

継足施工回数は１回とした。

４－３－９　改良材使用量

改良材は、セメント系を標準とし、現場条件により決定する。なお、使用量は式（４．１）による。

Ｖ＝v×L1×（１＋K）…………………………………………………………………………式（４．１）

Ｖ：1本当り改良材使用量（t/本）

v ：杭長1m当り改良材使用量（t/m）

L1：杭長（m）

Ｋ：改良材のロス率（通常施工＋0.1、継足施工＋0.15）

打設長（Ｌ）

（m）

３mを超え　　４m未満
４m以上　　　５m未満
５m〃　　　　６m〃
６m〃　　　　７m〃
７m〃　　　　８m〃
８m〃　　　　９m〃
９m〃　　　　10m〃
10m〃　　　　11m〃
11m〃　　　　12m〃
12m〃　　　　13m〃
13m〃　　　　14m〃
14m〃　　　　15m〃
15m〃　　　　16m〃
16m〃　　　　17m〃
17m〃　　　　18m〃
18m〃　　　　19m〃
19m〃　　　　20m〃
20m〃　　　　21m〃
21m〃　　　　22m〃
22m〃　　　　23m〃
23m〃　　　　24m〃
24m〃　　　　25m〃
25m〃　　　　26m〃
26m〃　　　　27m〃
27m〃　　　　28m〃
28m〃　　　　29m〃
29m〃　　　　30m〃
30m〃　　　　31m〃
31m〃　　　　32m〃
32m〃　　　　33m〃
33m〃　　　　34m〃
34m〃　　　　35m〃
35m〃　　　　36m〃
36m〃　　　　37m〃
37m〃　　　　38m〃
38m〃　　　　39m〃
39m〃　　　　40m〃
40m〃　　　　41m〃
41m〃　　　　42m〃
42m〃　　　　43m〃
43m〃　　　　44m〃
44m〃　　　　45m以下

杭施工本数（本／日）

φ1,000mm φ1,200mm φ1,300mm

12.44
11.20
10.50
9.60
8.84
8.20
7.64
7.30
6.86
6.46
6.11
5.79
5.60
5.33
5.09
4.87
4.67
4.54
4.36
4.20
4.05
3.91
3.82
3.69
3.57
3.46
3.36
3.29
3.20
3.11
3.03
2.95
2.90
2.82
2.75
2.69
2.63
2.58
2.53
2.47
2.42
2.37

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
3.50
3.39 
3.29 
3.20 
3.11 
3.05 
2.97 
2.90 
2.82 
2.75 
2.71 
2.65 
2.58 
2.53 
2.47 
2.43 
2.38 
2.33 
2.29 
2.24 
2.21 
2.17 
2.13 
2.09 
2.05 
2.02 
1.99 
1.95 
1.92 
1.89 
1.87 
1.84 
1.81 
1.78 
1.75

11.59
10.50
9.60
8.84
8.00
7.47
7.00
6.46
6.11
5.79
5.42
5.17
4.94
4.73
4.48
4.31
4.15
3.95
3.82 
3.69 
3.54 
3.43 
3.33 
3.23 
3.11 
3.03 
2.95 
2.85 
2.78 
2.71 
2.63 
2.56 
2.51 
2.45 
2.38 
2.33 
2.29

11.20 
10.18 
9.08 
8.40 
7.64 
7.00 
6.59 
6.11 
5.79 
5.42 
5.09 
4.87 
4.60 
4.42 
4.20 
4.00 
3.86 
3.69 
3.57 
3.43 
3.29 
3.20 
3.08 
3.00 
2.90 
2.80 
2.73

通常施工 継足施工 通常施工 通常施工

表－４．９　１日当り杭施工本数（N）（本／日）
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４－３－１５　特許使用料

特許権者が定めた特許使用料は、改良土量1m3当り100円/m3計上する。基本特許料の30円/m3を加えて

130円/m3を計上する。ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法に関する特許は、以下による。

基本特許

①特許第2808367号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御方法及び自動注入制御

装置」

②特許第3156050号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

③特許第3072402号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④特許第4405996号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤特許第3345258号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥特許第3225397号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦特許第2791638号「地盤改良用の多軸混合処理機」

ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ工法に関わる特許

⑧特許第3094266号「軟弱地盤改良工法」

⑨特許第3505279号「地盤改良工法および地盤改良装置」

⑩特許第3527574号「地盤改良工法および地盤改良装置」

⑪特許第3583307号「地盤改良工法における施工管理システム」

⑫特許第3602735号「地盤改良工法」

杭1本当りの改良土量は式（４．３）により求める。

VA=L1×Ap ……………………………………………………………………………式（４．３）

VA：1本当りの改良土量（m3/本）

L1：杭長（m）

Ap：杭体断面積（m2）

４－３－１６　その他

（１）次の条件等により撹拌翼が貫入できない場合は、バックホウによる先堀りを行うものとし、積算は

「国土交通省土木工事積算基準；第２章土工②機械土工」による。

１）表層安定処理等を行った地盤

２）表層に転石等が多い地盤

３）表層に障害物等のある地盤

４）中間層に障害物、硬質層が介在する地盤

（２）汚泥土の処理が必要な場合は、別途計上する。
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機
械
名
称

規
　
　
格

C
D
M

– L
O
D
IC
機

ス
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
ト

発
動
発
電
機
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
駆
動
）

バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
ク
ロ
ー
ラ
型
、
排
出
ガ
ス
対
策
型
）

φ
1,
00
0m
m

×
２
軸

通
常
式

継
足
式

φ
1,
00
0m
m

×
２
軸

φ
1,
20
0m
m

×
２
軸

φ
1,
30
0m
m

×
２
軸

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

L
≦
40
m
機

L
≦
45
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

L
≦
40
m
機

L
≦
45
m
機

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

L
≦
40
m
機

L
≦
10
m
機

L
≦
20
m
機

L
≦
30
m
機

10
m
3 /
h

20
m
3 /
h

40
m
3 /
h

60
0k
V
A

45
0k
V
A

30
0k
V
A

15
0k
V
A

12
5k
V
A

61 71 10
5

17
6

21
5

62
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４－５　施工歩掛事例

４－５－１　施工条件

・ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ仕様：右図参照

・平面形状 ：普通

・平均地盤強度 ：N値＝4

・施工規模 ：500m2以上

４－５－２　杭施工本数の算定（φ1,000mm）

N= ×E1×E2×E3

N：1日当り杭施工本数（本/日）

T：ＣＤＭ－ＬＯＤＩＣ機の標準運転時間（5.6時間/日）

t ：改良杭1本当り施工時間（分/本）

１）打設長　9.5m

表－４．９より、7.64本／日とする

t：2.8L＋17=2.8×9.5＋17=43.6≒44分/本（小数点第１位四捨五入）

L：現地盤から改良杭下端までの打設長（9.5m）

N= ×1.00×1.00×1.00=7.64本/日　となる

E1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00

２）打設長　19.5m 表－４．９より4.67本／日とする

３）打設長　29.5m 表－４．９より3.36本／日とする

４）打設長　39.5m 表－４．９より2.63本／日とする

５）打設長　44.5m 表－４．９より2.37本／日とする

４－５－３　杭施工本数の算定（φ1,200mm）

１）打設長　9.5m 表－４．９より7.00本／日とする

２）打設長　19.5m 表－４．９より4.15本／日とする

３）打設長　29.5m 表－４．９より2.95本／日とする

４）打設長　39.5m 表－４．９より2.29本／日とする

４－５－４　杭施工本数の算定（φ1,300mm）

１）打設長　9.5m 表－４．９より6.54本／日とする

２）打設長　19.5m 表－４．９より3.86本／日とする

３）打設長　29.5m 表－４．９より2.73本／日とする

60×T
t

60×5.6
44

空打部長さ

（L2＝0.5m）

現地盤

打
設
長
（
L
）

杭
長
（
L1
）
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機　械　名 規　　格 運転単価表 指　定　事　項　

ＣＤＭ－コラム機

用ベースマシン
表－５．１ 第１号表

第２号表

運転労務数量→1.00

燃料消費量　→123kw→56

　　　　　　→157kw→73

　　　　　　→159kw→79

機械損料数量→1.59

機械損料数量→1.59スラリープラント 〃

５－３－５　燃料消費量及び機械運転単価

表－５．２　燃料消費量及び機械運転単価表

５－３－６　編成人員

編成人員は表－５．３とする。

工　　法

二軸施工

世話役

１

特殊作業員

２

普通作業員

１

（注）１．編成人員には、スラリープラントの管理運転労務を含む。
　　２．ＣＤＭ－コラム機の運転労務歩掛は「第１章①建設機械運転労務」による。

本工法の主な作業内容を表－５．４とする。

職　　　種

世　話　役

特殊作業員

普通作業員

主な作業内容

・各機器の稼動にかかわる各作業員間の連携作業を指揮する

・施工状況を把握し、円滑な施工及び工事の進捗を図る

・施工機のリーダ、ロッドの傾斜を確認する

・施工機械の位置決め誘導と敷鉄板の移動を行う

・施工機付属の立上がりホース及びCTケーブルを監視し、巻き込みを防止する

・発動発電機の運転及び保守点検を行う

・スラリープラントの運転及び保守点検を行う

・ＣＤＭ－コラム機移動時のホース、CTケーブル等を保守する

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜等を監視し、施工機械周辺の足場を整地する

表－５．３　編成人員

表－５．４　編成人員の主な作業内容

５－３－７　労働時間及び運転時間

本工法の１日当りの労働時間は、通常８時間を標準とする。

ＣＤＭ－コラム機及び付属機械の運転時間は、表－５．５とする。
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5.6 5.6

機　　　種

１日当り運転時間

（h/日）

ＣＤＭ－コラム機 スラリープラント

（注）１．ＣＤＭ－コラム機の運転時間は、“建設機械等損料算定表”

　　　　（平成20年度）掲載の深層混合処理機（スラリー式）の

　　　　　年間標準運転時間及び年間標準運転日数により算出する。

　　　２．スラリープラントの運転時間はＣＤＭ－コラム機の運転時間と

　　　　　同等とする。

表－５．５　ＣＤＭ－コラム機及び付属機械の運転時間

５－３－８　施工歩掛

１日当りの杭施工本数は、次式により算定する。

Ｎ＝　　　　  ×Ｅ1×Ｅ2×Ｅ3（小数３位四捨五入）

Ｎ：１日当りの杭施工本数（本/日）
Ｔ：ＣＤＭ－コラム機の標準運転時間（h/日）
ｔ：改良杭１本当りの施工時間（分/本）

ｔ＝2.5×Ｌ＋ｔs＋ｔw（小数１位四捨五入）

Ｌ：現地盤から改良杭下端までの打設長（m）
ts ：測量、機械移動、位置決め及び先端固化処理時間
ts  =22分
tw：継足施工による攪拌軸継足時間　
tw  =20分×n
ｎ＝（L－27）÷ 5 （少数１位切上げ）
　（注）Lが27mを超える場合。空頭制限のある場合は別途算出とする。

Ｅ1：平面形状区分能力係数
Ｅ2：平均Ｎ値区分能力係数
Ｅ3：施工規模区分能力係数

1,500

2,900

空打部長さ

①　平面形状区分能力係数（Ｅ1）

改良面積（A=3.5m2）

60×Ｔ
t

（２）能力係数

能力係数

Ｅ1：平面形状区分

普　　通

1.00

悪　　い

0.95

摘　　要

（１）作業能力
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補足表　平面形状区分の適用明細
平面形状区分

普　通

悪　い
施工場所が細長いなど機械移動に支障が生じる場合や既設構造物等の接近施工と

なる工事。

平面形状区分の適用明細

「悪い」に該当しない場合

（３）杭施工本数

１日当り杭施工本数は、E1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00とすると表－５．６になる。

表－５．６　１日当り杭施工本数（Ｎ）

②　平均Ｎ値区分能力係数（Ｅ2） 

能　力　係　数 

Ｅ2：平均Ｎ値区分 

土　質 

粘性土 

砂質土 

平均Ｎ値範囲 摘　要 

Ｎ≦９ 

1.00 

Ｎ≦10 

1.00 

 

９＜Ｎ≦16 

0.90 

10＜Ｎ≦20 

0.90 

 

③　施工規模区分能力係数（Ｅ3） 

能　力　係　数 

Ｅ3：施工規模区分 

改良面積 
摘　要 

500m2以上 

1.00

500m2未満 

0.95

上記Ｎ値を超える場合は別途検討する。 

打設長（Ｌ）

３mを超え　４m未満
４m以上　　５m未満
５m〃　　　６m〃
６m〃　　　７m〃
７m〃　　　８m〃
８m〃　　　９m〃
９m〃　　　10m〃
10m〃　　　11m〃
11m〃　　　12m〃
12m〃　　　13m〃
13m〃　　　14m〃
14m〃　　　15m〃
15m〃　　　16m〃
16m〃　　　17m〃
17m〃　　　18m〃
18m〃　　　19m〃
19m〃　　　20m〃
20m〃　　　21m〃
21m〃　　　22m〃

打設長（Ｌ）

22m以上　　23m未満
23m〃　　　24m〃
24m〃　　　25m〃
25m〃　　　26m〃
26m以上　　27m以下
27mを超え　28m未満
28m以上　　29m〃
29m〃　　　30m〃
30m〃　　　31m〃
31m〃　　　32m〃
32m〃　　　33m〃
33m〃　　　34m〃
34m〃　　　35m〃
35m〃　　　36m〃
36m〃　　　37m〃
37m〃　　　38m〃
38m〃　　　39m〃
39m〃　　　40m以下

杭施工本数
（本／日）

杭施工本数
（本／日）

10.84
10.18
9.33
8.84
8.20
7.81 
7.30
7.00
6.59
6.34
6.00
5.79
5.51
5.33
5.09
4.94
4.73
4.60
4.42

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

4.31
4.15
4.05
3.91
3.82
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
3.03
2.97
2.90
2.85
2.78
2.35
2.30
2.27
2.23
2.20
1.91
1.89
1.86

通常施工 継足施工 通常施工 継足施工

・27mを超える深度は継足施工とする。
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表－５．９　スラリープラント現場内移設歩掛（１回当り）

３mを超え40m以下 26％

規　　　格

二 軸 施 工

杭径φ1,500mm

打設長（Ｌ） 諸雑費率

表－５．８　諸雑費率

５－３－９　改良材使用量

改良材はセメント系を標準とし、現場条件により決定する。なお、使用量は式（５．１）による。

Ｖ＝Ｌ1×ｑ×　　 ×（１＋Ｋ）（小数２位四捨五入）…………………………………………式（５．１）

Ｖ：１本当り改良材使用量（t／本）

L1：杭長（m）

ｑ：杭長１m当りの改良土量（ 3.5m3／m ）

ｗ：改良土量１m3当り改良材添加量（ kg／m3 ）

Ｋ：ロス率

５－３－１０　諸雑費

諸雑費は、発動発電機の損料、足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設、改良後の整地に要する費

用であり労務費、機械の運転経費の合計額に表－５．８の率を乗じた金額を上限として計上する。

５－３－１１　スラリ－プラント現場内移設歩掛

スラリ－プラントを中心に半径100mを超える場合、または同一現場内に施工箇所が２箇所以上あり、

スラリ－プラントを移動しなければならない場合は、表－５．９によるものとする。

施工方法 

通常施工

継足施工

ロス率

+0.10

+0.15

表－５．７　ロス率（Ｋ）

ｗ
1,000

排出ガス対策型（１次基準値）

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊
ラフテレーン
クレーン運転

普通作業員

特殊作業員

世　話　役

名　　称 規　　格 単位

人

〃

〃

日

1.0

2.9

1.4

1.4

数量

（注）１．移設するスラリープラントはスクリューコンベア、セメントサイロ、水槽、ポンプ、

　　　　　アジテータ、グラウトポンプ、スリープラント制御盤及び発動発電機とする。

　　　２．ラフテレーンクレーンは賃料とする。
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５－３－１２　特許使用料

特許使用料は、改良土量1m3当り40円/m3計上し、基本特許料の30円/m3を加えて70円/m3を計上する。

①登録番号　特許第2808367号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御方法及び自動

注入制御装置」

②登録番号　特許第3156050号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

③登録番号　特許第3072402号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④登録番号　特許第4405996号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤登録番号　特許第3345258号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥登録番号　特許第3225397号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦登録番号　特許第2791638号「地盤改良用の多軸混合処理機」

⑬登録番号　特許第2687086号「掘削機および掘削軸」

⑭登録番号　特許第3757380号「継手と掘削作業軸との自動連結装置」

⑮登録番号　特許第3720920号「地盤改良装置」

⑯登録番号　特許第3707146号「地盤改良装置の攪拌ヘッド」

⑰登録番号　特許第4070733号「機械攪拌式地盤改良装置」

５－３－１３　その他

（１）次の条件等により撹拌翼が貫入できない場合は、バックホウによる先掘りを行うものとし、積算は

「国土交通省土木工事積算基準；第２章土工②機械土工」による。

１）表層安定処理等を行った地盤

２）表層に転石等が多い地盤

３）表層に障害物等のある地盤

（２）汚泥土の処理が必要な場合は別途計上する。
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Ｌ
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５－５　ＣＤＭ－コラム機械等損料算定表
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５－６　施工歩掛事例

５－６－１　施工条件

・ＣＤＭ－コラム仕様：右図参照

・平面形状 ：普通

・平均地盤強度 ：N値＝4

・施工規模 ：500m2以上

・施工機械 ：通常施工型（L≦27.0m）

継足施工型（L＞27.0m）

５－６－２　１日当り杭施工本数の算定

N= ×E1×E2×E3

N：１日当り杭施工本数（本/日）

T：ＣＤＭ－コラム機の標準運転時間（5.7時間/日）

t ：改良杭１本当り施工時間（分/本）

（１）打設長 19.5m（通常施工）

表－５．６より4.73本/日とする。

t：2.5L＋22＝2.5×19.5＋22＝70.8≒71分／本（小数点第１位四捨五入）

Ｌ：現地盤から改良杭下端までの打設長（19.5m）

N= ×1.00×1.00×1.00＝4.73本/日となる。

E1＝1.00、E2＝1.00、E3＝1.00

（２）打設長 29.5m（継足施工）

表－５．６より2.90本/日とする。

ｎ＝（L－27）÷５＝（29.5－27.0）÷５＝0.5≒1（小数点第１位切上げ）

ｔ＝2.5×29.5＋22＋20×１＝115.8≒116分/本

N＝ ×1.00×1.00×1.00＝2.90本/日となる。

（３）打設長 39.5m（継足施工）

表－５．６より1.86本/日とする。

ｎ＝（39.5－27.0）÷５＝2.5≒３（小数点第１位切上げ）

ｔ=2.5×39.5＋22＋20×３＝180.8≒181分/本

N＝ ×1.00×1.00×1.00=1.86本/日となる。

空打部長さ
（L2＝0.5m）

現地盤

打
設
長
（
L
）

杭
長
（
L1
）

60×T
t

60×5.6
71

60×5.6
116

60×5.6
181
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貫入速度 引抜速度

ｖ１（m/分） ｖ２（m/分）

ｔ＝（L/1.0＋L/1.0）/α2＋15.0/α＋tw
　＝2.5L＋17＋tw

0.9 1.0 ｔ＝2.6L＋17＋tw

ｔ＝（L/0.7＋L/1.0）/α2＋15.0/α ＋tw

　＝3.0L＋17 ＋tw

0.6 1.0 ｔ＝3.3L＋17 ＋tw

ｔ＝（L/0.7＋L/0.9）/α2＋15.0/α ＋tw

　＝3.1L＋17 ＋tw

0.6 0.9 ｔ＝3.4L＋17 ＋tw

0.7 （標準） 0.9

算定式（小数１位四捨五入）

0.7（標準） 1.0

1.0 （標準） 1.0

攪拌翼径

φ1,000mm
×４軸

φ1,200mm
×４軸

φ1,300mm
×４軸

改良部

杭長Ｌ１

空打部長さ

打設長Ｌ

Ｎ＝　　　　  ×Ｅ1×Ｅ2×Ｅ3（小数３位四捨五入）

Ｎ ：１日当たり杭施工セット数（セット/日）
Ｔ ：ＣＤＭ-Land４処理機の標準運転時間（hr/日）
Ｅ1：平面形状能力係数
Ｅ2：平均Ｎ値区分能力係数
Ｅ3：施工規模区分能力係数
ｔ ：改良杭１セット当たり施工時間（hr/セット）
　　ｔの算定式を以下に示す。

ｖ１ ：改良対象土に対するスラリー添加量が特に多く必要な場合は、貫入速度を低下させて
　　 所定量を吐出させる。（判断の目安としては、改良対象土に対する改良材添加量が180kg/m３

　　 以上となる場合である。）
Ｌ  ：現地盤から改良杭下端までの貫入長（m）
α ：効率（=0.9）
17  ：測量、機械移動、位置決め及び先端固化処理係数（=15/0.9）
tw   ：伸縮ロッド施工時のロッド長調整時間（5分×2＝10分）

60×Ｔ
t

（１）１日当りの杭施工セット数は、次式により算定する。

機　種 CDM－Land４機 発動発電機 スラリープラント 発動発電機 バックホウ

１日当り運転
時間（h/日）

5.65.6 5.6

（注）１．ＣＤＭ－Land４機の運転時間は、“建設機械等損料算定表”（平成22年度）掲載の深層混合処理機

　　　　（セメントスラリー式）の年間標準運転時間及び年間標準運転日数より算出する。

６－３－７　労働時間および運転時間

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工法の作業員１日当りの労働時間は、通常８時間とする。

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４機および付属機械の運転時間を表－６．５に示す。

表－６．５　ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４機及び付属機械の運転時間

６－３－８　施工歩掛



─103─

1,000mm 1,200mm 1,300mm 1,000mm 1,200mm

 3mを超え　　4m未満 13.05
11.89
10.93
10.11
9.40
8.78
8.25
7.77
7.34
6.96
6.62
6.31
6.03
5.77
5.53
5.31
5.11
4.92
4.75
4.59
4.44
4.29

12.22
11.02
10.03
9.21
8.51
7.91
7.38
6.93
6.52
6.17
5.84
5.55
5.29
5.05
4.83
4.63
4.45
4.28
4.12
3.98
3.84
3.71

12.06
10.86
9.87
9.04
8.35
7.75
7.23
6.78
6.38
6.03
5.71
5.42
5.17
4.93
4.72
4.52
4.34

3.70
3.60
3.51
3.42
3.33
3.25
3.18
3.10
3.03
2.97
2.90
2.84
2.78
2.73
2.67

3.25
3.15
3.07
2.99
2.91

25m以上　　26m未満
 4m以上　　　5m 〃  26m 〃     　27m 〃  

 5m 〃     　　6m 〃  27m 〃     　28m 〃  

 6m 〃     　　7m 〃  28m 〃     　29m 〃  

 7m 〃     　　8m 〃  29m 〃     　30m 〃  

 8m 〃     　　9m 〃  30m 〃     　31m 〃  

 9m 〃     　 10m 〃  31m 〃     　32m 〃  

10m 〃     　11m 〃  32m 〃     　33m 〃  

11m 〃     　12m 〃  33m 〃     　34m 〃  

12m 〃     　13m 〃  34m 〃     　35m 〃  

13m 〃     　14m 〃  35m 〃     　36m 〃  

14m 〃     　15m 〃  36m 〃     　37m 〃  

15m 〃     　16m 〃  37m 〃     　38m 〃  

16m 〃     　17m 〃  38m 〃     　39m 〃  

17m 〃     　18m 〃  39m 〃     　40m以下
18m 〃     　19m 〃  

19m 〃     　20m 〃  

20m 〃     　21m 〃  

21m 〃     　22m 〃  

22m 〃     　23m 〃  

23m 〃     　24m 〃  

24m 〃     　25m 〃  

打設長（Ｌ）
撹拌翼形状

打設長（Ｌ）
撹拌翼形状

（注）１．打設長が25.0m以上は伸縮ロッドを採用する。

　　　２．能力係数はＥ1＝1.00、Ｅ2＝1.00、Ｅ3＝1.00とする。

表－６．７　１日当りのＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数

③　施工規模区分能力係数（Ｅ3）

能　力　係　数

施工規模区分E3

改　良　面　積
摘　要

500m2以上

1.0

500m2未満

0.95

（３）ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数

１日当りのＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数を表－６．７に示す。

６－３－９　改良材使用量

Ｖ＝Ｎ×Ｌ×ｑ×　　　 ×（１＋K） （小数２位四捨五入）

Ｖ：１日当り改良材使用量（t/日）
Ｎ：１日当り杭施工セット数（セット/日）
Ｌ：杭長（m/セット）
ｑ：杭長１m当りの改良土量（m3/ｍ）
ｗ：改良土量1m3当り改良材添加量（kg/m3）
Ｋ：改良材のロス率

w
1,000

施工方法
通常施工 +0.1
継足施工（伸縮ロッド使用） +0.15

ロス率

表－６．８　ロス率（K）
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1,000mm 1,200mm 1,300mm 1,000mm 1,200mm

 3mを超え　　4m未満 13.05
11.89
10.93
10.11
9.40
8.78
8.25
7.77
7.34
6.96
6.62
6.31
6.03
5.77
5.53
5.31
5.11
4.92
4.75
4.59
4.44
4.29

12.22
11.02
10.03
9.21
8.51
7.91
7.38
6.93
6.52
6.17
5.84
5.55
5.29
5.05
4.83
4.63
4.45
4.28
4.12
3.98
3.84
3.71

12.06
10.86
9.87
9.04
8.35
7.75
7.23
6.78
6.38
6.03
5.71
5.42
5.17
4.93
4.72
4.52
4.34

3.70
3.60
3.51
3.42
3.33
3.25
3.18
3.10
3.03
2.97
2.90
2.84
2.78
2.73
2.67

3.25
3.15
3.07
2.99
2.91

25m以上　　26m未満
 4m以上　　　5m 〃  26m 〃     　27m 〃  

 5m 〃     　　6m 〃  27m 〃     　28m 〃  

 6m 〃     　　7m 〃  28m 〃     　29m 〃  

 7m 〃     　　8m 〃  29m 〃     　30m 〃  

 8m 〃     　　9m 〃  30m 〃     　31m 〃  

 9m 〃     　 10m 〃  31m 〃     　32m 〃  

10m 〃     　11m 〃  32m 〃     　33m 〃  

11m 〃     　12m 〃  33m 〃     　34m 〃  

12m 〃     　13m 〃  34m 〃     　35m 〃  

13m 〃     　14m 〃  35m 〃     　36m 〃  

14m 〃     　15m 〃  36m 〃     　37m 〃  

15m 〃     　16m 〃  37m 〃     　38m 〃  

16m 〃     　17m 〃  38m 〃     　39m 〃  

17m 〃     　18m 〃  39m 〃     　40m以下
18m 〃     　19m 〃  

19m 〃     　20m 〃  

20m 〃     　21m 〃  

21m 〃     　22m 〃  

22m 〃     　23m 〃  

23m 〃     　24m 〃  

24m 〃     　25m 〃  

打設長（Ｌ）
撹拌翼形状

打設長（Ｌ）
撹拌翼形状

（注）１．打設長が25.0m以上の場合は伸縮ロッドを採用する。

　　　２．能力係数はＥ1＝1.00、Ｅ2＝1.00、Ｅ3＝1.00とする。

表－６．７　１日当りのＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数

③　施工規模区分能力係数（Ｅ3）

能　力　係　数

施工規模区分E3

改　良　面　積
摘　要

500m2以上

1.0

500m2未満

0.95

（３）ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数

１日当りのＣＤＭ－Ｌａｎｄ４杭施工セット数を表－６．７に示す。

６－３－９　改良材使用量

Ｖ＝Ｎ×Ｌ×ｑ×　　　 ×（１＋K） （小数２位四捨五入）

Ｖ：１日当り改良材使用量（t/日）
Ｎ：１日当り杭施工セット数（セット/日）
Ｌ：杭長（m/セット）
ｑ：杭長１m当りの改良土量（m3/ｍ）
ｗ：改良土量1m3当り改良材添加量（kg/m3）
Ｋ：改良材のロス率

w
1,000

施工方法
通常施工 +0.1
継足施工（伸縮ロッド使用） +0.15

ロス率

表－６．８　ロス率（K）
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６－３－１０　調査試験費

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工法（４軸式深層混合処理）の技術管理に係る事前調査、室内試験（室内配合試験

含む）および事後調査（チェックボーリング）を調査試験費として計上する。

６－３－１１　特許使用料

ＣＤＭ工法の基本特許料金30円／m3及びＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工法の関連特許料として40円／m3を加算し

70円／m3を計上する。

基本特許は

①特許第2808367号　「地盤改良の混合処理における安定材の自動注入制御方法及び自動注入制御装置」

②特許第3156050号　「地盤改良処理機の着堤判定管理方法」

③特許第3072402号　「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④特許第4405996号　「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤特許第3345258号　「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥特許第3225397号　「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦特許第2791638号　「地盤改良用の多軸混合処理機」

関連特許は

⑱特許第3458952号　「多連式地盤改良装置」

⑲特許第3996925号　「地盤改良装置の伸縮式掘削ロッド」

６－３－１２　諸雑費

諸雑費は、足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設、改良後の整地に要する費用、電力に関する

経費等であり労務費、機械の運転経費の合計額に26％の率を乗じた金額を上限とし計上する。

６－３－１３　スラリープラント現場内移設歩掛

スラリープラントを中心に半径100mを超える場合、または同一現場内に施工箇所が２箇所以上あり、

スラリープラントを移設しなければならない場合、表－６．９によるものとする。

名　称 規　模 単位 数量

世　話　役 人 1.0

特殊作業員 〃 2.9

普通作業員 〃 1.4

ラフテレーン
クレーン運転

排出ガス対策型油圧
伸縮ジブ型25t吊

日 1.4

（注）１．移設するスラリープラントスクリューコンベア、セメントサイロ、水槽、ポンプ、

　　　　　アジテータ、グラウトポンプ、スラリープラント制御盤及び発動発電機とする。

　　　２．ラフテレーンクレーンは賃料とする。

表－６．９　スラリープラント現場内移設歩掛（１回当り）
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６－４－２　単価表

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工を構成する代表的な工種の単価表を以下に示す。

第１号単価表 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工杭長○○m １セット当り単価表

第２号単価表 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機分解・組立・運搬１台当り（60t＜重量≦120t以下の場合）

第２号単価表 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機分解・組立・運搬１台当り（120t＜重量≦170t以下の場合）

世　話　役
特殊作業員
普通作業員
改　良　材

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４機 運転
スラリープラント運転

バックホウ
（クレーン機能付き）

諸　雑　費
特　許　料

60m3/hr
排出ガス対策型
山積0.8m3（平積0.6 m3）

人
〃
〃
t
日
〃

〃

％
m3

1/N×１
1/N×２
1/N×１
Ｖ
1/N
1/N

1/N

26
ＶA

表－６.２.２参照
〃
〃

割増しを含む
第１号表
第２号表

第３号表

　円/m3

名　　　称 規　　格 単位 単価 適　　要金額数量

（注）１．Ｎ:１日当り杭施工セット数（セット/日）、Ｖ:１本当り改良材使用量（t/セット）、

　　　　　VA：１セット当り改良土量（m3/セット）

　　　２．諸雑費には、労務費・機械の運転経費の合計額に26％を乗じて計上する。

計
70

特殊作業員
ホイールクレーン賃料

運　搬　費　等
油圧式25t吊り

人
台
式

73.2
28.4
1 上記計の104％

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計

特殊作業員
ホイールクレーン賃料

運　搬　費　等
油圧式25t吊り

人
台
式

97.7
38.0
1 上記計の104％

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計
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第２号単価表 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機分解・組立・運搬１台当り（重量＞170tの場合）

第３号単価表 スラリープラント現場内移設１回当り

６－４－３　１日当りの単価表

ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４工の単価表を以下に示す。

第１号表 ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４機運転１日当り

第２号表 スラリープラント運転１日当り

第３号表 バックホウ運転１日当り（排出ガス対策型、山積0.8ｍ3）
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特殊作業員
ホイールクレーン賃料

運　搬　費　等
油圧式25t吊り

人
台
式

117.2
45.6
１ 上記計の104％

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計
（注）上記歩掛りは、分解・組立の合計であり、内訳は分解50％、組立50％である。

世　話　役
特殊作業員
普通作業員

ホイールクレーン賃料
運　搬　費　等

油圧式25t吊り

人
〃
〃
日
式

1.0 
2.9 
1.4
1.4
１

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計

特殊運転手
燃　料　費
機 械 損 料
諸　雑　費

（特殊） 人

供用日
式

１ 

1.59
１

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計

機 械 損 料
諸　雑　費

供用日
式

1.59
１

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計

特殊運転手
燃　料　費
機 械 損 料
諸　雑　費

人

供用日
式

１ 

1.54
１

名　　　称 規　　格 単位 数量 単価 適　　要金額

合　　　計
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特
 殊
 運
 転
 手

人
１

１
１

１
１

主
　
　
燃
　
　
料

軽
　
　
油

67
67

67
67

67

機
　
械
　
損
　
料

供
用
日

1.
59

1.
59

1.
59

1.
59

1.
59

諸
　
　
雑
　
　
費

式
１

１
１

１
１

75
kW
×
4

L
≦
25
m
、
14
7k
W

70
t吊

75
kW
×
4

L
≦
30
m

14
7k
W
、
75
t吊

伸
縮
ロ
ッ
ド

90
kW
×
4

L
≦
40
m

14
7k
W
、
75
t吊

伸
縮
ロ
ッ
ド

摘
　
要

名
　
称

形
状
寸
法

単
位

φ
1,
00
0m
m
×
４
軸
　
改
良
長
別
選
定

45
kW
×
4

L
≦
10
m
、
13
6k
W

55
t吊

55
kW
×
4

L
≦
20
m
、
14
7k
W

60
t吊

特
 殊
 運
 転
 手

人

67
主
　
　
燃
　
　
料

軽
　
　
油

１

67１

67１

67１

67１

67１

機
　
械
　
損
　
料

供
用
日

1.
59

1.
59

1.
59

1.
59

1.
59

1.
59

諸
　
　
雑
　
　
費

式
１

１
１

１
１

１

φ
1,
30
0m
m
×
４
軸

改
良
長
別
選
定

摘
　
要

名
　
称

形
状
寸
法

単
位

φ
1,
20
0m
m
×
４
軸
　
改
良
長
別
選
定

75
kW
×
4

L
≦
10
m

13
6k
W

55
t吊

90
kW
×
4

L
≦
20
m

14
7k
W

60
t吊

90
kW
×
4

L
≦
25
m

14
7k
W

75
t吊

90
kW
×
4

L
≦
30
m

14
7k
W
、
75
t吊

伸
縮
ロ
ッ
ド

90
kW
×
4

L
≦
10
m

13
6k
W

55
t吊

90
kW
×
4

L
≦
20
m

14
7k
W

60
t吊

表
－
６
．１
２
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
機
運
転
１
日
当
り
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
機
（
φ
1,
20
0m
m
×
４
軸
、
φ
1,
30
0m
m
×
４
軸
）
単
価
緒
元

表
－
６
．１
１
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
機
運
転
１
日
当
り
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
機
（
φ
1,
00
0m
m
×
４
軸
）
単
価
緒
元
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運
転
時
間（
又
は

運
転
日
）当
り

供
用
日
当
り

運
転
１
時
間
当
り

換
算
値

供
用
１
日
当
り

換
算
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年
間
標
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L L L L L L L L L L L
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.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

13
3 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

16
8 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

16
8 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

18
1 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
13
6 

12
2 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

13
6 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

16
8 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

17
0 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

13
6 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
14
7 

16
8 

 
11
.0
 

67
0 

12
0 

18
0

 
17
3 

23
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0 
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0 
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0
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5 
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.0
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.0
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0 
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0 

18
0
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4 
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.8
 

 
9.
0 

73
0 
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0 
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0

 
45
 

9.
0 

9 
12
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0 

 
31
9
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9.
0 

9 
12
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0 

 
31
9
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0 
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32
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32
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0 

9 
13
4 
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5 
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7
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7

 
 

1,
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7

 
 

1,
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7
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1,
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1,
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1,
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1,
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1,
23
7

 
 

1,
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1,
24
0

45
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
21
m

60
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
30
m

75
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
34
m

75
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
33
m
、伸
縮
ロ
ッド
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×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
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m
、伸
縮
ロ
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75
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×
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リ
ー
ダ
ー
長
21
m
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kW
×
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リ
ー
ダ
ー
長
30
m

90
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×
4、
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ー
ダ
ー
長
34
m
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×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
33
m
、伸
縮
ロ
ッド

90
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
21
m

90
kW
×
4、
リ
ー
ダ
ー
長
30
m

60
m
3 /
hr

40
m
3 /
hr

山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）
バ
ッ
ク
ホ
ウ
　
油
圧
式
・ク
ロ
ー
ラ
型

機
械
名
称

規
　
格

機
関
出
力
kW
（
Ｐ
Ｓ
）

機
械
質
量

（
ｔ
）

基
礎
価
格

（
千
円
）

維
持
修
理
費
率

年
間
機
械
管
理
費
率

標
準
使
用

年
数

（
年
）

運
転
時
間

運
転
日
数

供
用

日
数

損
料
額

損
料
率

（
×
10
-6
）

損
料
額

損
料
率

（
×
10
-6
）

損
料
額

損
料
率

（
×
10
-6
）

損
料
額

残
存
率

（
％
）

損
料
率

（
×
10
-6
）

平
成
18
年
度
　
機
械
損
料
内
訳

C
D
M
－
L
an
d４
処
理
機

改
良
径

最
大
施
工
深
度
モ
ー
タ
ー
出
力
、リ
ー
ダ
ー
長
、装
置

φ
1,
00
0㎜

×
４
軸

φ
1,
20
0㎜

×
４
軸

φ
1,
30
0㎜

×
４
軸

セ
メ
ン
ト
ス
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
ト≦
10
ｍ

≦
20
ｍ

≦
25
ｍ

≦
30
ｍ

≦
40
ｍ

≦
10
ｍ

≦
20
ｍ

≦
25
ｍ

≦
30
ｍ

≦
10
ｍ

≦
20
ｍ

（
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
化
協
会
　
平
成
22
年
度
版
建
設
機
械
等
損
料
表
　
に
準
拠
）

表
－
６
．１
３
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
工
　
機
械
損
料
算
定
表

P095-114：6-CDM-Land4  2010.10.18  10:48  ページ109



─110─

６－５　施工歩掛事例

６－５－１　施工条件

・ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４仕様：右図に示す。

・平面形状　　　　　　　：普通

・Ｎ値　　　　　　　　　：粘性土、Ｎ<5

・施工規模　　　　　　　：500m2以上

・施工方法　　　　　　　：着底管理施工

・施工機械　　　　　　　：φ1,200mm×４軸

L≧25mは伸縮ロッド仕様となる

６－５－２　杭施工セット数の算定

１日当りの作業能力は、次式により算定するものとする。

１）打設長10.0m

Ｎ= ×E1×E2×E3

Ｎ= ×1.00×1.00×1.00

=7.15セット/日

空打部長さ
0.5m

杭長Ｌ１

打設長Ｌ

改良部

60×T
t

60×5.6
3.0×10.0＋17

2.2m
1.0m

2.
4m

1.
2m

A＝4.34m2

φ
1,
20
0

N：1日当り杭施工セット数 （セット/日）

T：ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機の標準運転時間（5.6時間／日）

t：改良杭１セット当り打設時間 （分/セット）

t＝3.0L＋17 ------------φ1,200mm

L：現地盤から改良杭下端までの貫入長 （10.0m）

E1：平面形状区分能力係数 （普通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数（粘性土、N≒４、 E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数 （500m2以上、E3＝1.00）

図－６．５　改良杭形状図
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２）打設長20.0m

Ｎ= ×E1×E2×E3

Ｎ= ×1.00×1.00×1.00

=4.36セット/日

３）打設長25m

Ｎ= ×E1×E2×E3

Ｎ= ×1.00×1.00×1.00

=3.65セット/日

４）打設長30m

Ｎ= ×E1×E2×E3

Ｎ= ×1.00×1.00×1.00

=2.87セット/日

60×T
t

N：１日当り杭施工セット数 （セット日）

T：ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機の標準運転時間（5.6時間／日）

t：改良杭１セット当り打設時間 （分/セット）

t＝3.0L＋17 ------------φ1,200mm

L：現地盤から改良杭下端までの貫入長 （20.0m）

E1：平面形状区分能力係数 （普通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数 （粘性土、N≒４、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数 （500m2以上、E3＝1.00）

60×5.6
3.0×20.0＋17

60×T
t

60×5.6
3.0×25.0＋17

N：１日当り杭施工セット数 （セット/日）

T：ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機の標準運転時間（5.6時間／日）

t：改良杭１セット当り打設時間 （分/セット）

t＝3.0L＋17 ------------φ1,200mm

L：現地盤から改良杭下端までの貫入長 （25.0m）

E1：平面形状区分能力係数 （普通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数 （粘性土、N≒４、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数 （500m2以上、E3＝1.00）

60×T
t

60×5.6
3.0×30.0＋27

N：１日当り杭施工セット数 （セット/日）

T：ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理機の標準運転時間（5.6時間／日）

t：改良杭１セット当り打設時間 （分/セット）

t＝3.0L＋27 ------------φ1,200mm

L：現地盤から改良杭下端までの貫入長 （30.0m）

E1：平面形状区分能力係数 （普通、E1＝1.00）

E2：平均Ｎ値区分能力係数 （粘性土、N≒４、E2＝1.00）

E3：施工規模区分能力係数 （500m2以上、E3＝1.00）
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＜
Ｌ
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格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
75
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
75
t吊
、伸
縮
性
ロ
ッド

数
量

単
価

金
額

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

⑩

N
=

N
=

　
=
3.
29
セ
ット
／
日（
29
1.
2m

3 ／
日
）

2.
5×
30
.0
+
17
×１
０

60
×
5.
6

3.
29
セ
ット

⑩
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑪
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

3.
00
×
29
.5×
0.
12
×
1.
15
＝
12
.2
t

12
.2×
＠
=
⑫
　
円
／
セ
ット

⑪
＋
⑫
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

20
ｍ
＜
Ｌ
≦
25
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
75
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
70
t吊

数
量

単
価

金
額

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日

1.
0人

3.
0人

1.
0人

1.
0人 26
％

1.
0日

1.
0日

1.
0日

1.
0人

3.
0人

1.
0人

1.
0人 26
％

1.
0日

1.
0日

1.
0日

1.
0人

3.
0人

1.
0人

1.
0人 26
％

⑦

N
=

　
=
4.
23
セ
ット
／
日（
31
0.
9m

3 ／
日
）

2.
5×
25
.0
+
17

60
×
5.
6

4.
23
セ
ット

⑦
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑧
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

3.
00
×
24
.5×
0.
12
×
1.
10
＝
9.
7t

9.
7×
＠
=
⑨
　
円
／
セ
ット

⑧
＋
⑨
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

10
ｍ
＜
Ｌ
≦
20
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
55
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
60
t吊

数
量

単
価

金
額

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日

1.
0人

3.
0人

1.
0人

1.
0人 26
％

④

N
=

　
=
5.
01
セ
ット
／
日（
29
3.
1m

3 ／
日
）

2.
5×
20
.0
+
17

60
×
5.
6

5.
01
セ
ット

④
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑤
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

3.
00
×
19
.5×
0.
12
×
1.
10
＝
7.
7t

7.
7×
＠
=
⑥
　
円
／
セ
ット

⑤
＋
⑥
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

L≦
10
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
45
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
55
t吊

数
量

単
価

金
額

集
中
自
動
制
御
方
式
　
40
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

①

N
=

　
=
8.
00
本
／
日（
23
0.
3m

3 ／
日
）

2.
5×
10
.0
+
17

60
×
5.
6

8.
00
セ
ット

①
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
②
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

3.
00
×
9.
5×
0.
12
×
1.
10
＝
3.
8t

3.
8×
＠
=
③
　
円
／
セ
ット

②
＋
③
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

70
円
/ m

3
70
円
/m

3
70
円
/m

3
70
円
/m

3

30
ｍ
＜
Ｌ
≦
40
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
90
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
75
t吊
、伸
縮
性
ロ
ッド

数
量

単
価

金
額

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

⑬

　
=
2.
65
セ
ット
／
日（
31
4.
0m

3 ／
日
）

2.
5×
40
.0
+
17
×
10

60
×
5.
6

2.
65
セ
ット

⑬
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑭
　
円
／
本（
　
円
/m

3 ）

3.
00
×
39
.5×
0.
12
×
1.
15
＝
16
.4
t

16
.4×
＠
=
⑮
　
円
／
セ
ット

⑭
＋
⑮
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

70
円
/m

3

1.
0日

1.
0日

1.
0日

1.
0人

3.
0人

1.
0人

1.
0人 26
％

A
=
3.
00
m
2

6
7
分

1.
8m

0.
8m

2.0m
1.0m

9.5m

42
分

19.5m

8
0
分

24.5m

29.5m

1
0
2
分

39.5m

1
2
7
分

（
L
＝
10
.0
m
）

（
L
＝
20
.0
m
）

（
L
＝
25
.0
m
）

（
L
＝
30
.0
m
）

（
L
＝
40
.0
m
）

６－６　ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理１セット当り単価一覧表
表
－
６
．１
４
　
φ
1,
00
0m
m
×
４
軸
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
１
セ
ッ
ト
当
り
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世
話

役
特

殊
作

業
員

普
通

作
業

員
特

殊
運

転
手

諸
雑

費
特

許
料

金
計

処
理

機
運

転

プ
ラ

ン
ト

運
転

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
お
よ
び
処
理
土
量

（
例
）

1 m
3
当
り
施
工
費

（
1セ
ット
当
り
施
工
費
）

バ
ッ

ク
ホ

ウ
運

転

運
転
１
日
当
り

処
理
土
量

処
　
理
　
費

材
　
料
　
費

（
１
台
当
り
）

共
通
工
－
分
解
・
組
立
・
運
搬
費 計

（
混
練
水
は
別
途
）

計

処
理
深
度

項
　
　
目

【
φ
1,
20
0×
４
軸
】

25
ｍ
＜
Ｌ
≦
30
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
90
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
75
t吊
、伸
縮
性
ロ
ッド

数
量

単
価

数
量

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8 m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日
1.
0人
3.
0人
1.
0人
1.
0人 26
％

⑩

N
=

　
=
2.
87
セ
ット
／
日（
36
7.
4 m

3 ／
日
）

3.
0×
30
.0
+
17

60
×
5.
6

2.
87
セ
ット

⑩
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑪
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

4.
34
×
29
.5×
0.
12
×
1.
15
＝
17
.7
t

17
.7×
＠
=
⑫
　
円
／
セ
ット

⑪
＋
⑫
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

20
ｍ
＜
Ｌ
≦
25
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
90
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
75
t吊

数
量

単
価

数
量

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8 m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日
1.
0人
3.
0人
1.
0人
1.
0人 26
％

⑦

N
=

　
=
3.
65
セ
ット
／
日（
38
8.
1 m

3 ／
日
）

3.
0×
25
.0
+
17

60
×
5.
6

3.
65
セ
ット

⑦
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑧
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

4.
34
×
24
.5×
0.
12
×
1.
10
＝
14
.0
t

14
.0×
＠
=
⑨
　
円
／
セ
ット

⑧
＋
⑨
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

10
ｍ
＜
Ｌ
≦
20
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
90
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
60
t吊

数
量

単
価

数
量

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8 m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日
1.
0人
3.
0人
1.
0人
1.
0人 26
％

⑦

N
=

　
=
4.
36
セ
ット
／
日（
36
9.
0 m

3 ／
日
）

3.
0×
20
.0
+
17

60
×
5.
6

4.
36
セ
ット

④
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
⑤
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

4.
34
×
19
.5×
0.
12
×
1.
10
＝
11
.2
t

11
.2×
＠
=
⑥
　
円
／
セ
ット

⑤
＋
⑥
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

L≦
10
m

規
　
　
格

モ
ー
タ
ー
出
力
：
75
kW
×
4

ベ
ー
ス
マ
シ
ン：
55
t吊

数
量

単
価

数
量

集
中
自
動
制
御
方
式
　
60
m
3 /
h

ク
ロ
ー
ラ
型
、山
積
0.
8 m

3 （
平
積
0.
6m

3 ）

1.
0日

1.
0日

1.
0日
1.
0人
3.
0人
1.
0人
1.
0人 26
％

①

N
=

　
=
7.
15
セ
ット
／
日（
29
4.
8 m

3 ／
日
）

3.
0×
10
.0
+
17

60
×
5.
6

7.
15
セ
ット

①
円
／
日

×
1.
00
×
1.
00
×
1.
00

＝
②
　
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

4.
34
×
9.
5×
0.
12
×
1.
10
＝
5.
4t

5.
4×
＠
=
③
　
円
／
セ
ット

②
＋
③
円
／
セ
ット
（
　
円
/m

3 ）

円
／
セ
ット

70
円
/ m

3
70
円
/m

3
70
円
/m

3
70
円
/m

3

m
2

2.
2m

1.
0m

2.4m

1.2m

9.5m

47
分

19.5m

77
分

24.5m

92
分

29.5m

11
7分

（
L
＝
10
.0
m
）

（
L
＝
20
.0
m
）

（
L
＝
25
.0
m
）

（
L
＝
30
.0
m
）

表
－
６
．１
５
　
φ
1,
20
0m
m
×
4軸
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
４
処
理
１
セ
ッ
ト
当
り
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世 話 役
特 殊 作 業 員
普 通 作 業 員
特 殊 運 転 手
諸 雑 費
特 許 料 金

計

処 理 機 運 転

プ ラ ン ト 運 転

サイクルタイムおよび処理土量
（例）

1m3当り施 工 費
（1セット当り施工費）

バ ッ ク ホ ウ 運 転

運転１日当り
処理土量

処　理　費

材　料　費

（１台当り）
共通工－分解・組立・運搬費

計

（混練水は別途） 計

処理深度

項　　目

10ｍ＜Ｌ≦20m
規　　格

モーター出力：90kW×4
ベースマシン：75t吊

数量 単価 金額

集中自動制御方式　60m3/h

クローラ型、山積0.8m3（平積0.6m3）

1.0日

1.0日

1.0日
1.0人
3.0人
1.0人
1.0人
26％

⑦

N=

　=4.25セット／日（423.5m3／日）
3.1×20.0+17
60×5.6

4.25セット
④円／日

×1.00×1.00×1.00

＝⑤　円／セット（　円/m3）

5.11×19.5×0.12×1.10＝13.2t
13.2×＠=⑥　円／セット

⑤＋⑥円／セット（　円/m3）

円／セット

L≦10m
規　　格

モーター出力：90kW×4
ベースマシン：60t吊

数量 単価 金額

集中自動制御方式　60m3/h

クローラ型、山積0.8m3（平積0.6m3）

1.0日

1.0日

1.0日
1.0人
3.0人
1.0人
1.0人
26％

①

N=

　=7.00セット／日（339.8m3／日）
3.1×10.0+17
60×5.6

7.00セット
①円／日

×1.00×1.00×1.00

＝②　円／セット（　円/m3）

5.11×9.5×0.12×1.10＝6.4t
6.4×＠=③　円／セット

②＋③円／セット（　円/m3）

円／セット

70円/m3 70円/m3

m2

（L＝20.0m）（L＝10.0m）

2.4m

1.1m

2.
6m 1
.3
m

5.11
79分

19
.5
m

48分

9.
5m

表－６．１６　φ1,300mm×４軸ＣＤＭ－Ｌａｎｄ４処理１セット当り
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７－３－４　機種の選定

ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

工法に使用する機械の機種・規格は表－７．１～表－７．３を標準とする。

図－７．３　標準的な機械配置

①駆動装置 ⑦セメントサイロ
②撹拌軸、撹拌翼 ⑧セメント運搬車
③ベースマシン ⑨発動発電機
④流量計 ⑩水槽
⑤スラリーポンプ ⑪バックホウ
⑥スラリープラント　　　　　　（クレーン機能付）

機　種 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－レムニ２／３機

バックホウ（クレーン機能付）

スラリープラント

三軸施工45kW×３
三軸施工55～60kW×３
三軸施工75～90kW×３

40m3/h
60m3/h

山積0.8m3（平積0.6m3）

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

台
台
台
基
基
台
台
台
台 
台
台

１
－
－
１

※注4,5
１
１

※注4,5
１
－
－

－
１
－
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
１
－

－
－
１
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
－
１

スラリープラント用

処理機用

300kVA（40m3）
350kVA（60m3）
350kVA
450kVA
600kVA

表－７．１　機種の選定（杭径φ1,000mm×３軸）
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機　種 規　格

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

台
台
台
基
基
台
台
台
台 
台

１
－
－
１

※注4,5
１
１

※注4,5
１
－

－
１
－
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
１

－
－
１
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
１

機　種 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－レムニ２／３機

バックホウ（クレーン機能付）

スラリープラント
40m3/h
60m3/h

山積0.8m3（平積0.6m3）

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

スラリープラント用

処理機用

300kVA（40m3）
350kVA（60m3）
600kVA

300kVA＋600kVA

三軸施工75～90kW×３
三軸施工90kW×３
三軸施工90～110kW×３

表－７．２　機種の選定（杭径φ1,200mm×３軸）

表－７．３　機種の選定（杭径φ1,300mm×３軸）

（注）１．ＣＤＭ－レムニ２／３機には、施工管理計、システム管理計を含む。
　　　２．スラリープラントには、スクリューコンベアー、セメントサイロ、水槽、
　　　　　ポンプ、アジテータ、グラウトポンプ及びスラリープラント制御装置を含む。
　　　３．処理機のリーダーは、全て強化型を使用する。
　　　４．60m3/hプラントは、20m3/h＋40m3/hの組合せとする。
　　　５．60m3/hプラントは、セメント添加量が220kg/m3を超える場合に使用する。

機　種 規　格

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

台
台
基
基
台
台
台
台 
台

１
－
１

※注4,5
１
１

※注4,5
１
－

－
１
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
１

－
１
１

※注4,5
１
１

※注4,5
－
１

機　種 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－レムニ２／３機

バックホウ（クレーン機能付）

スラリープラント
40m3/h
60m3/h

山積0.8m3（平積0.6m3）

数　　　　　量
単
　
位
打設長（L）
3mを超え
10m以下

打設長（L）
10mを超え
20m以下

打設長（L）
20mを超え
30m以下

スラリープラント用

処理機用

300kVA（40m3）
350kVA（60m3）
600kVA

300kVA＋600kVA

三軸施工90kW×３
三軸施工90～110kW×３

杭
長
（
　
） 

L1

空打部長さ 
（L2） 

L

打
設
長
（
　
） 

図－７．４　施工図
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７－３－６　編成人員

ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

工法の施工は、表－７．６に示す人員で施工機械および付属器を稼動する。

７－３－５　燃料消費量

ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

工法の燃料消費量は次式により算定する。

時間当り燃料消費量（r）＝機関出力（kW）×時間当り燃料消費量（r／kW・h）

尚、時間当り燃料消費率は表－７．４を標準とする。

（国土交通省土木工事標準歩掛より抜粋）

機　械　名 規　　　格 時間当り燃料消費率（r/kW・h）

ＣＤＭ－レムニ２／３機 0.085

発動発電機 0.170

バックホウ
（クレーン機能付）

排出ガス対策型・クローラ型 0.175

表－７．４　時間当り燃料消費率表

（注）時間当たりの燃料消費の数値は、有効数字の第３位を四捨五入し、有効数字２桁とする。

（計算例）発動発電機300kVAを１日運転した場合の例は、

248kW×0.170r/kW・h＝42.2r/h→42.0r/hとなる。

42.0r/h×5.6h/日＝235.2r/日≒235r/日（小数点第１位四捨五入）。

（注）ＣＤＭ－レムニ２／３機の１日当り燃料消費量は、国土交通省土木工事積算基準

「第３章３－６（３）機械運転単価表」による

表－７．５　運転１日当り燃料消費量

表－７．６　編成人員

バックホウ

機　械　名　称 規　格

発動発電機

ＣＤＭ－レムニ２／３機

45kW×３
55～60kW×３
75～90kW×３
90～110kW×３

１日当り燃料消費量（　）

300kVA
350kVA
450kVA
600kVA
山積0.8m3

35
38
56
56 
235
342
409
487
101

（注）1．編成人員には、スラリープラントの管理運転労務を含む。

　　　2．ＣＤＭ－レムニ２／３機の編成人員は、三軸施工を考慮し、上表の

　　　　  構成とする。

 規　　格 世　話　役 特殊作業員 普通作業員

 三軸施工 1 3 1
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表－７．７　構成人員の主な作業内容

表－７．８　ＣＤＭ‐レムニ２／３機及び付属機械の運転時

（注）１．ＣＤＭ－レムニ２／３機の運転時間は、“建設機械等損料算定表”（平成22年度）掲載の深層混

合処理機（スラリー式）の年間標準運転時間および年間標準運転日数より算出する

２．ＣＤＭ－レムニ２／３機の運転時間と発動発電機の運転時間は、同等とする

３．スラリープラントの運転時間と発動発電機の運転時間は、同等とする

７－３－７　労働時間及び運転時間

ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

工法の作業員１日当りの労働時間は、通常８時間を標準とする。

ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

機及び付属機械の運転時間を表－７．８に示す。

 職　　種

世　話　役
・各機器の稼動にかかわる各作業員間の連携作業を指揮する

・施工状況を把握し、円滑な施工及び工事の進捗を図る

・施工機器のリーダ、ロッドの傾斜を確認する

・施工機械の位置決め誘導と敷鉄板の移動を行う

・施工機付属の立上がりホース及びCTケーブルを監視し、巻き込みを防止する

・発動発電機等の運転及び保守点検を行う

・サイロ、プラント本体、制御装置、グラウトポンプ、アジテーター、

　水中ポンプ等の運転及び監視

・スラリープラントの安全点検及びセメントの計量、ミキシング状態の監視

・システム管理装置の運転制御

 （スラリー注入量のコントロール及び深度、回転数、電流のモニタリング等）

・杭打設開始及び杭打設完了の連絡

・CDM－レムニ２／３機移動時のホース、CTケーブル等を保守する

・施工機械のリーダ、ロッドの傾斜等を監視する

・施工機械周辺の足場を整地する

主な作業内容

特殊作業員

普通作業員

 機　　種 CDM－レムニ２／３機 発動発電機 　 発動発電機 バックホウ
  

 １日当り運転 5.6 5.6 5.6
 時間（h/日）

スラリー
プラント

構成人員の主な作業内容を表－７．７に示す。
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φ1,000mm×３軸 φ1,200mm×３軸 φ1,300mm×３軸

C≦40 kN/m2 C≦40 kN/m2 C≦30 kN/m2

（N≦4） （N≦4） （N≦3）

50＜C≦65 kN/m2 40＜C≦50 kN/m2 30＜C≦40 kN/m2

（6＜N≦8） （4＜N≦6） （3＜N≦4）

1.00 N≦6 N≦8 N≦6

0.90 10＜N≦15 8＜N≦12 6＜N≦10

E2

区　分

砂質土

適用地盤

粘性土

現場条件 能力係数

0.90

1.00

500m2以上 500m2未満

E3 施工規模区分 1.00 0.95

摘　　　　要能　力　係　数
改　良　面　積

②　平均地盤強度区分能力係数（E2）

表－７.９　１日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

③　施工規模区分能力係数（Ｅ3）

打設長（Ｌ）
（m）

３mを超え４m未満
４m以上　５m〃　
５m〃　　６m〃　
６m〃　　７m〃　
７m〃　　８m〃　
８m〃　　９m〃　
９m〃　　10m〃　
10m〃　　11m〃　
11m〃　　12m〃　
12m〃　　13m〃　
13m〃　　14m〃　
14m〃　　15m〃　
15m〃　　16m〃　
16m〃　　17m〃　
17m〃　　18m〃　
18m〃　　19m〃　
19m〃　　20m〃　
20m〃　　21m〃　
21m〃　　22m〃　
22m〃　　23m〃　
23m〃　　24m〃　
24m〃　　25m〃　
25m〃　　26m〃　
26m〃　　27m〃　
27m〃　　28m〃　
28m〃　　29m〃　
29m〃　　30m以下

13.44
12.44
11.59
10.84
9.88
9.33
8.84
8.40
8.00
7.47
7.15
6.86
6.59
6.34
6.00
5.79
5.60
5.42
5.25
5.01
4.87
4.73
4.60
4.48
4.31
4.20
4.10

12.92
11.59
10.50
9.60
9.08
8.40
7.81
7.47
7.00
6.59
6.34
6.00
5.69
5.42
5.25
5.01
4.80
4.67
4.48
4.31
4.20
4.05
3.91
3.78
3.69
3.57
3.46

12.00
10.84
9.88
9.08
8.40
7.81
7.30
6.86
6.46
6.11
5.79
5.51
5.25
5.01
4.80
4.60
4.42
4.25
4.10
3.95
3.82
3.69
3.57
3.46
3.36
3.26
3.17

φ1,000mm

杭施工本数（本／日）

φ1,200mm φ1,300mm

（３）杭施工本数

１日当り杭施工本数は、Ｅ1＝1.00、Ｅ2＝1.00、Ｅ3＝1.00とすると、表－７．９になる。
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７－３－１３　特許使用料

特許使用料は、改良土量１m3当り40円／m3を計上する。基本特許料の30円／m3を加えて70円／m3を

計上する（改良土量は杭長に対応した実改良土量である）。ＣＤＭ－レムニ２／３
ツースリー

工法（３軸式深層混

合処理工法）に関する特許は以下による。

対象特許

基本特許

特許第2808367号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制御方法及び自動注入

制御装置」

特許第3156050号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

特許第3072402号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④ 特許第4405996号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤ 特許第3345258号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥ 特許第3225397号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦ 特許第2791638号「地盤改良用の多軸混合処理機」

ＣＤＭ－レムニ２／３工法に関わる特許

⑳ 特許第3665001号「地盤改良方法及び地盤改良用掘削装置」

特許第3691045号「３軸深層混合処理工法および３軸深層混合処理装置」

特許第3691046号「３軸深層混合処理装置および３軸深層混合処理工法」

特許第4370204号「３軸深層混合処理工法」

特許第4418305号「３軸深層混合処理工法」

１本当りの改良土量は、式（７．２）により求める。

ＶA＝Ｌ1×Ａp ………………………………………………………………式（７．２）

ＶA：１本当りの改良土量（m3／本）

Ｌ1：１本当りの杭長（m／本）

Ａp：杭体断面積（m2）

７－３－１４　その他

（１）次の条件等により、撹拌翼が貫入出来ない場合は、バックホウによる先掘りを行うものとし、

積算は「国土交通省土木工事積算基準；第２章土工②機械土工」による。

１）表層安定処理等を行った地盤

２）表層に転石等が多い地盤

３）表層に障害物等のある地盤

４）中間層に障害物、硬質層が介在する地盤

（２）汚泥土の処理が必要な場合は、別途計上する。

― 127 ―

P117-133：7-CDMレムニ2/3  2010.10.18  10:53  ページ127



C
D
M
－
レ
ム
ニ
2／
3機

φ
1,
00
0m
m
L
≦
10
 m
機

93
11
4

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

×
３
軸

L
≦
20
 m
機

11
4

13
2

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

L
≦
30
 m
機

16
7

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

φ
1,
20
0m
m
L
≦
10
 m
機

10
7

13
2

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

×
３
軸

L
≦
20
 m
機

12
4

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

L
≦
30
 m
機

17
0

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

φ
1,
30
0m
m
L
≦
10
 m
機

11
5

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

×
３
軸

L
≦
20
 m
機

13
2

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

L
≦
30
 m
機

17
0

14
7

11
.0

67
0

12
0

18
0
45

9.
0

12
3

73
0

31
9

1,
18
7

ス
ラ
リ
ー
プ
ラ
ン
ト
20
 m

3 /
h

17
.0

10
2

11
.0

68
0

12
0

18
0
55

9.
0

13
4

73
0

32
8

1,
23
7

40
 m

3 /
h

23
.4

17
3

11
.0

68
0

12
0

18
0
55

9.
0

13
4

73
0

32
8

1,
23
7

発
動
発
電
機（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
駆
動
）

30
0 
kV
A

4.
4

24
8

10
.0

－
11
0

12
0
40

7.
0
（
日
）7
91

97
5

（
日
）1
,8
55

1,
70
0

35
0 
kV
A

5.
8

33
1

10
.0

－
11
0

12
0
40

7.
0
（
日
）7
91

97
5

（
日
）1
,8
55

1,
70
0

45
0 
kV
A

7.
8

38
5

10
.0

－
11
0

12
0
40

7.
0
（
日
）7
91

97
5

（
日
）1
,8
55

1,
70
0

60
0 
kV
A

9.
0

51
4

10
.0

－
11
0

12
0
40

7.
0
（
日
）7
91

97
5

（
日
）1
,8
55

1,
70
0

バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
フ
ロ
ー
ラ
型
、
排
出
ガ
ス
対
策
型
）

山
積
0.8
m3 （
平
積
0.6
m3
）
19
.8

10
4

9.
0

73
0

12
0

19
0
45

9.
0

13
4

72
5

32
3

1,
24
0

― 131 ―

表
－
７
．１
２
　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
－
レ
ム
ニ
２
／
３
機
械
損
料
内
訳
表

機
械
名
称

規
格

機
械
質
量

（
t）

機
関
出
力

（
kw
）

① 基
礎

価
格

（
千
円
）

②
標
準
使

用
年
数

（
年
）

③ 運
転

時
間

（
時
間
）

④ 運
転

日
数

（
日
）

⑤ 供
用

日
数

（
日
）

⑥ 維
持

修
理

費
率

（
％
）

⑦ 年
間

管
理

費
率

（
％
）

運
転
１
時
間
当
り
供
用
１
日
当
り
運
転
１
時
間
当
り

換
算
値

⑧
損
料
率

（
×
10

－
6 ）

⑨ 損
料

（
円
）

⑩
損
料
率

（
×
10
－
6 ）

⑪ 損
料

（
円
）

⑫
損
料
率

（
×
10

－
6 ）

⑬ 損
料

（
円
）

供
用
１
日
当
り

換
算
値

⑭
損
料
率

（
×
10

－
6 ）

⑮ 損
料

（
円
）

（
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
化
協
会
　
平
成
22
年
度
版
建
設
機
械
等
損
料
表
　
に
準
拠
）
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７－５　施工歩掛事例

７－５－１　施工条件

・ＣＤＭ－レムニ２／３：右図参照

・平面形状 ：普通

・平均地盤強度 ：Ｎ値＝４

・施工規模 ：500m2以上

・施工方式 ：深度管理型

・施工機械 ：通常施工型

７－５－２　杭施工本数の算定（ 1,000mm）

N= ×E1×E2×E3

N：１日当り杭施工本数（本/日）

T：ＣＤＭ－レムニ２／３処理機の標準運転時間（5.6時間/日）

t ：改良杭1本当り施工時間（分/本）

１）打設長　9.5m

表－７．９より8.84本／日とする

t＝2.2L＋17=2.2×9.5＋17=37.9＝38分/本（小数点第１位四捨五入）

L：現地盤から改良杭下端までの打設長（9.5m）

N= ×1.00×1.00×1.00=8.84本/日となる

E1＝1.00

E2＝1.00

E3＝1.00

２）打設長　19.5m 表－７．９より5.60本/日とする

３）打設長　29.5m 表－７．９より4.10本/日とする

空打部長さ
（L2＝0.5m）

打
設
長
（
L
）

杭
長
（
L1
）

60×T
t

φ

60×5.6
38
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７－５－３　杭施工本数の算定（ 1,200mm）

１）打設長　9.5m

表－７．９より、7.81本/日とする

ｔ＝2.7×9.5＋17＝42.6＝43分／本（小数点第１位四捨五入）

Ｎ＝　　　 ×1.00×1.00×1.00＝7.81本/日

２）打設長　19.5m 表－７．９より4.80本／日とする。

３）打設長　29.5m 表－７．９より3.46本／日とする。

７－５－４　杭施工本数の算定（ 1,300mm）

１）打設長　9.5m

表－７．９より、7.30本／日とする

ｔ＝3.0×9.5＋17＝45.5＝46分／本（小数点第１位四捨五入）

Ｎ＝　　　 ×1.00×1.00×1.00＝7.30本／日

２）打設長　19.5m 表－７．９より4.42本／日とする。

３）打設長　29.5m 表－７．９より3.17本／日とする。

― 133 ―

φ

60×5.6
46

φ

60×5.6
43
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Ⅷ
ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ工法

00-土建扉  2010.10.15  14:22  ページ8



－146－

８－７ 労働時間及び運転時間

本工法の作業員 1 日当りの労働時間は、通常８時間を標準とする。

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ及び付属機械の運転時間は表－8.8 とする。

表－8.8 ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ機及び付属機械の運転時間

機 種 ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ機 スラリープラント

１日当り運転時間（h／日） 5.7 5.7

（注）１．ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ機の運転時間は、“建設機械等損料算定表”（平成 20 年度）掲載の深

層混合処理機（セメントスラリー式）の年間標準運転時間及び年間標準運転日数より算出

する。

２．スラリープラントの運転時間は、ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ機の運転時間と同等とする。

本工法に従事する作業人員の１日当り労働時間は、8 時間を標準とする。

また、本工法に用いる主たる機械（陸上ＣＤＭ機）の運転時間は｢（財）日本建設機械化協

会建設機械等損料算定表 0528 深層混合処理機（スラリー式）｣に基づく下式によって算定

した時間を参考とする。

８－８ 施工歩掛

８－８－１ 施工能力

１日当り打設本数は、下式による。

（少数３位四捨五入）

N：１日当り打設本数（本／日）

T：１日当り運転時間（hr／日）

t：改良杭 1 本当り打設時間（分／本）（少数 1 位四捨五入）

L：現地盤から改良杭下端までの打設長（ｍ）

L1：杭長

φ1,000 mm：ｔ＝2.2 Ｌ＋17

φ1,200 mm：ｔ＝2.7 Ｌ＋17

φ1,300 mm：ｔ＝3.0 Ｌ＋17

Ｅ1：気象条件区分能力係数（表－8.10）

Ｅ2：平均地盤強度区分能力係数（表－8.10）

Ｅ3：平面形状区分能力係数（表－8.10）

����
�� ��１��２��３

ｔ

１日当り標準運転時間＝
年間標準運転時間

年間標準運転日数

平均水面（M.S.L）

打
設

L’
改
良
杭
長

L

現地盤

5.6 5.6

平成 22 年度版 0561

5.6

22

5.6

平均水面（M.S.L）

現地盤

空打部長
（L2）

L

打
設
長
（
　
）

杭
長
（
　
）
L1
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８－11 拘 束 費

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ用台船、場錨船、引船（必要に応じ）については、工事着手前にキャ

リブレーションに必要な拘束費を、また着底施工に伴う支持層確認（空打ち）が必要な場合

にも同様に拘束費（供用損料、労務費）を計上する。その他、現場条件により工事期間中で

拘束費を計上する必要があると認められる場合は、その費用を計上する。

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘 要

１日 キャリブレーション
着手前

１日 着底施工の支持層確認

複数隻数の場合

は、全隻数計上

その他 必要な日数 － 必要隻数計上

注） 施工場所が複数で､支持層の確認がそれぞれ必要な場合は､その費用を計上する。

８－12 特許使用料

特許使用料は、改良土量 1ｍ3当り 30 円/ｍ3であり、これを計上する（改良土量は、杭長に

対応した実改良土量である｡）。

ＣＤＭ工法登録特許

① 登録番号 特許第 2808367 号｢地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制

御方法及び自動注入制御装置｣

② 登録番号 特許第 3156050 号｢地盤改良処理機の着底判定管理方法｣

③ 登録番号 特許第 3072402 号｢ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法｣

④ 登録番号 特許第 2789219 号｢混合処理工法における施工管理装置｣

⑤ 登録番号 特許第 3404591 号｢２軸式深層混合処理装置と該装置による施工時の

攪拌軸地中貫入状態の検出方法と制御方法｣

⑥ 登録番号 特許第 3345258 号｢掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム｣

⑦ 登録番号 特許第 3225397 号｢地盤改良工法による自立山留め壁｣

⑧ 登録番号 特許第 2791638 号｢地盤改良用の多軸混合処理機｣

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ工法

特開 2008-95388 ｢混合処理工法における施工管理方法及びその装置｣

表－8.14 台船式深層混合処理機の拘束費計上日数

① 登録番号 特許第 2808367 号「地盤改良の混合処理工法における安定材の自動注入制

御方法及び自動注入制御装置」

② 登録番号 特許第 3156050 号「地盤改良処理機の着底判定管理方法」

③ 登録番号 特許第 3072402 号「ソイル柱列杭のラップ長の施工管理方法」

④ 登録番号 特許第 4405996 号「混合処理工法における施工管理方法及びその装置」

⑤ 登録番号 特許第 3345258 号「掘削・攪拌機の地中先端位置検出システム」

⑥ 登録番号 特許第 3225397 号「地盤改良工法による自立山留め壁」

⑦ 登録番号 特許第 2791638 号「地盤改良用の多軸混合処理機」
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８－13－２ 直接工事費

８－13－２－１ 単 価 表

第１号単価表 ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ打設 １本当り単価表

名 称 規 格 単位 数 量 単価 金額 摘 要

世 話 役 人 1/Ｎ×１ 表 8.8

特 殊 作 業 員 人 1/Ｎ×１ 〃

普 通 作 業 員 人 1/Ｎ×１ 〃

改 良 材 ｔ Ｗ 表 8.12

陸上ＣＤＭ機 運転 φ mm×２軸 日 1/Ｎ 運 5.7hr/就 8hr

ス ラ リ ー プ ラ ン ト 運 転 hr/ｍ3 日 1/Ｎ 運 5.7hr/就 8hr

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ用台船運転 t 積 日 1/Ｎ 就業 8hr

揚 錨 船 運 転 鋼Ｄ t 吊 日 1/Ｎ 就業 8hr

光波式位置測定器等 10～ 1,000ｍ用 日 1/Ｎ

諸 雑 費 ％ 26

特 許 使 用 料 ｍ3 30 円／ｍ3

第２号単価表 ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ拘束 １式当り単価表

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ用台船 供用 t 積 日 １

揚 錨 船 供用 鋼Ｄ t 吊 日 １

８－13－２－２ １日当りの単価表

運転１日当り単価表 陸上ＣＤＭ機（φ mm×２軸打設長 m）

数 量

名 称 規 格 単位
60kW

75～90kW×

２
90kW×２

90～110kW

×２

運 転 手（特殊） 特 殊 人 １ １ １ １

主燃料φ1,000mm×２軸 軽 油 ℓ 38 51 56 65

φ1,200mm×２軸 〃 〃 － 54 65 65

φ1,300mm×２軸 〃 〃 － － 65 65

陸上ＣＤＭ機 損 料 供 用 日 1.59 1.59 1.59 1.59

諸 雑 費 式 １ １ １ １

5.6

5.6
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８－14－５ 共通仮設費 

８－14－５－１ 単価表 

 

第３号単価表 

名    称 規 格 単 位 数 量 備 考 

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ用台船艤装     

 改 造 日 ５ 第 9号表 

 復 旧 〃 ３    〃 

処理台船組立･解体     

 組立・解体 日  第 10 号表 
（表-8.20 参照） 

え い 航     

ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ用台船 t積 式 １ 第 11号表 

クレーン付台船 t吊 〃 １ 第 12号表 

資機材運搬用台船 300 t積 〃 １ 第 13号表 

     

運   搬  式 １ 第 14号表 

計     
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８－16 ＣＤＭ－ＦＬＯＡＴ工法用建設機械等損料算定表

（
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